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例 

会

〇
六
月
例会

(第
六
四
一
回
)

平
成
八
年
六
月
十
九
日
(水)
正
宗
寺
出
席
二
十
九
名 

講
演
「不
器
男
と
わ
た
し
」

不器男記念捶
長名本琴舟 

卓
話
「酒
井黙
禅

さ
ん
」

子規会理事平松好乃

〇
七
月
例会

(第
六
四
二
回
)

一̂

八
年
七
月
十
九
日(金)
正
宗
寺
出
席
二
十
一
名 

講
演
「鮎
若
し—
長
(
<
£
¥
の
魚
の
句
に
つ
い
て
—
」

会員長井通
保

卓
話
「浦
屋
塾
に
育
っ
た
人々

」

副
会

長
浦
屋 

篇

〇
南
予
支
部会

平
成
八
年
八
月
六
日(火
)

宇
和
町
卯
之
町
松
屋
旅
館
ホ
—

記 

録

ル参

加
七
十
名 

(宇
和
町
文
化
の
里
ま
つ
り
の
一
環
と
し
て
講
演会

が
行
な 

わ
れ
、
南
予
支
部会

と
共
催
さ
れ
た

。
)

講
演
「南
無
阿弥

陀仏

一
遍
」

副
会長越智
通敏

0
八
月
例会
(第
六
四
三
回)

平
成
八
年
八
月
十
九
日
(月)

正
宗
寺
出
席
二
十
八
名 

講
演
「海
南
新
聞
選
者
井
手真

棹
と

日清

日
露
と
の関

り
に
つ
い
て
」

理事井手康夫

吟
詠
「子
規
詩
歌
」

会員松本松
腸



明治三
十年の
内藤素行
書簡

I

浦屋
寛
制宛

—(

ニ
)

谷

六
山
本
忠
彰
の経
歴

前
稿
で
は、
谷
ロ
藍
田
の
道
後温
泉来
浴
に

つ
い
て
述
べ
た
が
、それ
はど 

ぅ
も
藍
田
と
師
弟
の1
に
あ
つ
た
山—
彰
の
！
に
よ
る
も
の
ら
し
い。 

こ
の
山
本
忠
彰
は旧̂3

藩
の
出
身
で、̂
1̂
幹
を
以
て
聞
こ
え
た郷
党
の 

I
で
あ
り、
大
正
十
一
年、
—
孔
子
祭
典会
の発
行
し
た
『孔
夫
子伝
 

並

^̂
者
嗤伝
』
に
は
次
の
よ
ぅ
に
記
述
し
て
い
る。

山
本
忠
彰&
山
藩
士
な
り
。
幼
名
新
三
郎
、
後
新
一
と
改
む

0 
@

又 

石
浪
山
人
の号

あ
り
。
松
山
—

^
!に
生
る0
資
^
を
好
み
、経
義 

に
通
じ
、
詩
文
に
長
じ
、
最
も
書
を
善
く
す
。
明
治
の
始
め
、
松
山

薄権
 

大参

事
と
な
り
、
後
、
久
松
家々

令
と
念
り
、
又
出
で
て
、
陸
軍霸

大 

主
理
を経

て
、
晩
年
第
一
師団

法
官
部
長広

任
ぜ
ら
る
。
忠
彰
、

慨
に
し
て気
節
あ
り。
王
政
維
新
の
際、
松
山
藩
の
去
就
に
就
い
て
頗
る 

苦
慮
す
る
所
あ
り、
自
ら
土
佐
に
使
し、
山内
容

一̂̂
に
見
え、画
策
其 

宜
し
き
を
得
た
り
と
云
ふ。
又青

^
^

〇為
の
士
を
養
成
す
る
を
以
て
無
上 

の
娛
と
し、曩
^̂|め
に
空
し
き
を
訴
ふ
る
を
常
と
せ
り。
松
山
同郷
会
 

を
興
し
て#
修̂
養
に
資
し
た
る
が
如
き
は、
其
美
績
と
し
て
世
に

^̂

光 

隆

せ
ら
る
。
現
今栄

達
せ
る
松
山
の
名
士
は
、
多
く
其
馨
に
ょ
る
と
云
ふ
。 

明
治
州
一
年
を
以
て?汛
に
逝
く
。
墓
は青

山
に
あ
り
。

ま
た
、
城戸

八
洲
編
著
、
1
県

文
化
協会
発

行
の
『伊
！

>N6

人録
』
も概
 

ね@
に拠

つ
て
い
る
が
、
や
や
記
述
を
異
に
す
る
後
半
の

^
を̂
^
^
す
れ 

ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

又|
|
^
|̂の土
を
養
成
す
る
を
以
て
無
上
の楽

み
と
し
、懐

中
た
め
に 

乏
し
き
を
常
と
し
た
。̂
拓̂
川
の
如
き
も
恩
顧
を
受
け
た
一
人
で
あ
る
。 

松
山
市
三
番
町
に
養
の
た
め
現
存
す
る
松
山
同郷
会

の
^
^
以来
 

塁

鼠
支
部
長
と
し
て
在
1擧
生
ら
の
世
話
を
な
す
こ
と
多
年
。
明
治
三
十 

1年
に
卒
す
、
年
六
十
赛
墓
は軎
署
山
の
塋
域
に
あ
る
。

右
の
小伝

か
ら
伺
わ
れ
る
彼
の経
歴
で
こ
の
際
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、 

明
治
の
始
め
、
松
山
藩権

大参

事
と
な
り
、
後
、
久
松
家々

令
と
な
っ
た
こ
と
、 

晩
^^1

師団

法
官
部
長
と
な
っ
た
こ
と
、
及
び
松
山
同郷
会

を
興
し
て青

年 

有為

の
士
を
養
成
す
る
に
力
め
、
そ
の塁

曼
部
長
と
な
っ
て
在
京

1

の
世 

話
を
し
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
^
そ̂
し
て
、
こ
の
同郷
青̂
!:成
の
志
は
、実
 

に
常
盤4̂

5
8

の莲
尸
を
な
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
講
談
#

^
『 

子
規
全
集
』
準巻

の参

考
眞
中
に
『常
盤会

着
盤会

寄
宿舎

史
』
〔
大
正



四
年
五
月
十
五
日
常
盤会

刊
〕
の抜

萃
が
あ
る
が
、
そ
の

@

ず
「常
盤会

史
」 

を
見
る
と
、
冒
頭
に
次
の
一
文
が
あ
る
。

明
治
十
四
五
年
の
頃旧

松
山
薄
出
身図

り
各
自
の
醵
金
を
以
て 

I
つ
の
財団
を1
し
、
—

子
弟
の.
¥
誘
掖
補
助
す
る
の
計画

を 

な
し
た
る
が
、
年
を経
る
も
山
^
彰̂
の
五
拾円；！

金
せ
る
外
、
一
人
の 

醵
^
^く
、
遂
に
折
角
の
計画

も
水
泡
に帰
せ
ん
と
せ
し
か
ば
、
明
治 

十
六
年1
者
は
、
更
に
浜
町
久
松
邸
に会

し
、
各
自
も
必
ず
醵
金
す
る 

と
共
に
、
久
松
家
に
幾
分
の
醵
金
を
歎
願
し
、
以
て
前
—

を実

行
せ
ん 

と
せ
り
。

そ
し
て
、
こ
の
歎
願
に
接
し
た
久
松
家
で
は
、
同
家
の
出
金
の
み
を
以
て
、 

こ
の
事
業
を経
営
せ
ん
と
回
答
し
た
の
で
、
有
志
者
は
各
自
醵
金
の
こ
と
を
中 

止
し
て
こ
の
を
久
松
家
に
一
任
す
る
こ
と
と
し
、
明
治
十
六
年
六
月
に
常 

盤会
が
創
設
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「常
盤会

寄
宿舎

史
」
を
見
る
と
、
そ
の
年
間
行
事
の
一
と
し
て
「 

記
念会
」
と
い
ぅ
の
が
あ
り
、
次
の
よ
ぅ
に
！

^
し
て
い
る
。

明
治
二
十
年
十
一
月
三
十
日
開舎

式
を挙

行
し
、
翌

±1

月
一
日
入舎

を 

許
可
せ
し
を
以
て
、
以
後
十
二
月

I

日
を
記
念
日
と
し
、毎

年
久
^5
爵 

及
び
御
子
方
、
松
山
出
身
の
紳
士
、舎

友
を
招
待
し
、
日
中
は
運
動
其
他 

の
蠢
を
な
し
各
よ
り
式
を
開
蠢
員
よ
り挨

搂
を
兼
ね
て
、
寄
宿舎
 

の
過
去I

箇
年
間
の状

況
、会
；
^
を
披
露
し
た
る
後
、
粗
末
な
る
酒
肴 

を
呈
し
、
且来
会

の
先
輩
諸
士
の
高説

を聴

く
こ
と
と
な
し
、
現
今
も
之 

を継
続
せ
り
、
尤

7¢

十
二
月
は舎

生
の
多数
が
試験
1

に
忙
し
き
を
以 

て
近来

は
之
を
繰
り
上
げ
、
十
一
月
^
の
土
曜
日
若
く
は
日
曜
日
に挙 行

する
こ
と
とな
せ
り
。

そ
し
て
、
こ
れ
と
麗
す
る
の
が
集
別巻

一
の
子
規
あ
て
の
書
簡
(六
六 

九
頁)
に
見
え
る
「山̂
彰̂
ょ
り
」
のI

通
で
あ
る
。

一
^
陳
者来

ル廿

九
日
午
後
第
二
時
ョ
リ
常
盤会

設
立
第
四
年
期

！
^

宴
I

候
ニ£

1
¢

被
下
敬
承
仕
候
御1
 之
時
刻参
会

可1
 

右
^
迄 

草
ミ
頓
首 

明
治廿
四
年
十
一
月廿

七
日

7) 

山本忠彰
 

正岡常規殿

山
^
^
—
、
前
述
の
ご
と
く
常
盤会

の
創
設
に与
っ
て
力
の
あ
っ
た
同郷
 

の
大
盡
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
は
、
彼
が
「松
山
出
身
の
紳
士
」
と
し
て
右
の
一 

8
#|会

に
招
待
さ
れ
た
と
き
の
返
書
で
あ
り
、
そ
の
宛
名
が
正
岡
常
規
で
あ
る

~2 

所
を
見
る
と
、
こ
の
年
の会

の
幹
事
役
は
子
規
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。

11115̂

の
及
ぶ
限
り
で
は
、
こ
れ
は
子
規
と
山

^
彰̂
と
の
間
を1
結
び
付
け
る
唯 

I

の
^
で
あ
る
。

以
上
で' 郷
党

の
先
達
と
し
て
の
山
^
彰̂
に
つ
い
て
は
、
大
凡
そ
の
輪
郭 

を
描
き
得
た
こ
と
と
思
ぅ
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
彼
が
谷
ロ
藍
田
と
師
弟
の関
 

係
に
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は

I

言
も触

れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
む
し
ろ
こ 

の
点
に
こ
そ検

討
を
加
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
『藍
田
先
生 

蠢

』
が
最
も
有
力
な
手
懸
り
と
な
る
の
で
、
以
下
、
も
っ
ぱ
ら
こ
れ
に
依拠
 

し
て
そ
の
事実

を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

3
て
、両

者
の関

係
は
、
藍
田
が
明
治
ニ
十
三
年

1乐
に
入
っ
て
遂
に
こ
の 

地
に
留
るこ
と
と
な
っ
た以
後
のこ
と
で
、ま
ず
注
目
す
べ
き
は
「藍
田
先



生
年
譜
」
の
明
治
二
十
四
年
—
、
先
生
七4̂11

の条

に
、

先
生
在
匐
江
山
，講
，道
。
…
士
軌
乃与
富
崎
男

.
山
本
忠
彰
. 

松
岡帰
之
.
岡
野
正
理
.
水
本
兼
孝
.
阿
南尚
.
瀧
川
長教
 

，
平
沼
骐
ー
郎
‘小
山温

，
湯
川慎

三
郎
等
，謀
、
開
萬
信学
 

会

於麹

街
，、掲
，巻

首
所
載
之学

規
，、
以
大
讓
斯
道
、
学

者
日 

月
進
。
…

と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
明
治
二
十
四
年
、
藍
田
の
講学

所
と
し
て
篤 

信
！̂
が麹

町
に
開
か
れ
る
と
き
、
恩
地
土
軌
が
最
初
に
相
談

^§1

ち
掛
け
た 

十
人
の
同
志
の
中
に
山̂
^
の
名
が
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
一
&
男
爵

钲
に 

つ
い
でニ̂

！ !!

に
記3
れ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
ま
た̂
巻

ニ
の
紀
行.日
記
類(北
1

行
.
信
越
起
打
.
王 

邸
日歴

抄
，
日
光
紀
行
.
山
陰
紀
行)
を
見
る
と
、
そ
の
中
に
も
山
1

彰
の 

名
が
十
五
回
、単

に
山
本
と
あ
る
の
が
五
回

(内
、I
回
は
山̂

女)出て 

く
る
。
そ
の
具
溝内

容
を^
^介
す
る
と
、
明
治
二
十
五
年
の
十
月
五
日 

(陰暦

八
月
十
五
日)：̂
田
の
誕
生
日
で
あ
る
所
か
ら
、
蜀
江
山
で
賀
宴
が 

設
け
ら
れ
凡
そ
百

<

一̂
が
^
し̂
た
が
、
そ
こ
で
も
「来
会

重
崎

Iー
莅
触
、 

11161

'男
爵
^
山
憲
彰
…
…」
と
あ
っ
て
、
忠
彰
の
名
は枢

密
！̂

官
尾
崎 

忠
治
、
北
白
川
宮
家
別当

1111

'正
風
に
つ
い
で
三
番
目
に挙

げ
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
明
治
二
十
六
年
に
藍
田
は
信
濃

.
越
後
方
面
を歴

遊
し
た
が
、
そ
の
出 

発

日
の
七
月
十
一
日
に
は
、
尾
崎
！

顧

—

1

、
高
木
大̂
!:
事
勤
及
-ひ 

山
本
陸
軍
理
事

I
、

そ
の
^数̂

の
者
が
ま
で
見
送
り
に
出、
八 

月
二
十
五
日帰

着
の
際
に
も
出
迎
え
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
二
十
七
年
一
月
ニ 

士
二
日
、
皆
川
宮
邸
で
藍
田
が
『詩経
』

.
『左伝
』
を
講
じ
た
と
き
に
は
、 「山-14

0

た来
聴
す
」
と
あ
り
、
二
月
一
日
も
同様
で
あ
っ
た
。
ま
た
、 

同
年
九
月
二
十
五
日
、
忠
彰
が
軍
に従

い
韓清

の戦

地
に
赴
い
た
と
き
に
は
、 

藍
田
が贐

を
贈
り
末
子
(五
男)
の
豊
五
郎
が
忠
彰
を
四
ハ

4¢

車
場
に
見
送
っ 

て
い
る
。
ま
た
、
明
治
二
十
八
年
七
月
十
五
日
に
は
、
前
日
台湾
よ
り帰
来
し 

た
恩
地
士
軌
が
藍
田
父
子
及
び
忠
彰
を
招
い
て
現
地
の
風
土
を
談
じ
て
お
り
、 

同
年
八
月
十
八
日
に
は
、
藍
田
が
忠
彰
よ
り
近
く
台湾

に
赴
く
旨
の
書
信
(士 

軌
の
弟
恩
地
顧
太
郎
士
II
と
同
行)
を
得
、

—十
日
に
そ
の
答
書
を
作
っ
て
い 

る0以
上
、数
々

の
事
例
を
あ
げ
て検
証
す

る
と
' 藍
田
と
忠
彰と
の
間
の
師
弟

8
^

は
、単

に
日
常
の
講
席
に
列
な
る

と
い
う
よ
う
な通
り
一
遍
の
も
の
で
は

そ
、
別
し
て昵

懇
な
家
族
的
交
際
！

に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の
門

下
に
お
け
る
地
^
、̂
ほ
と
ん
ど
恩
地
士
軌
に
つ
ぐ
位
の
側
近
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。こ
れ
は忠
彰
の1
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
彼
が旧
松
山
藩
の権
 

(3
)

大参

事
や
第
一
師団

法
官
部
長
な
ど
の
蠢
を歴

任
し
た
と
い
う
こ
と
に
も
よ 

7)

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

七
北
白
川
宮
能
久
親
王
と
久
松
定
誤

前
節
で
は
、
山
^
^
彰
に
つ
い
て
種々

の
角
度
か
ら
こ
れ
を検

討
し
紹
介
し

た
が
、
要
す
る
に
初対

面
と
な
る
谷
ロ
藍
田
と
浦
屋寛

制
を
結
び
：
^
る
中
間

項
と
し
て̂
!し
た
の
が
こ
の
山
轰
彰
で
あ
り内

藤
素
行
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
書
簡
の
文
面
か
ら
も
直
^8¢

い
知
る
こ
と
の
できる関

係
で
あ
る
。
次
に
筆

者
は
、
！|1
の̂
文
面
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
が
、
も
う

1
つ
重
要
な
^
項
と 

¢5
) 

(6
)

し
て
北
帛
宮
愛
親
王
と
久
松
定
護
伯
の
あ
る
こ
と
を
樓
し
て
お
き
た
い
。



こ
の両
者
の
特
殊
な
-
^3

$

は
、
必
ず
や
藍
田.#
;̂

賣
劍対
1

上 

の
好
話
題
と
な
つ
た
こ
と
と
^
さ̂
れ
る
の
で
、
繁
を
厭
わ
ず
暫
く
こ
の

3
9

 

を
1

し
、
ま
た
詳
細
に
こ
れ
を
^
^
す
る

こ
と
とす
る
。

前
稿
に掲

げ
た
谷
ロ
藍
田
の
小伝

に
よ
る
と
.、
藍
田
は
同
親
王
と
深
い
心
交 

を
結
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
親
王
が
熊
本
の
第
六
師団

長
で
あ
っ
た当

時
に
進
講 

し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
爾来
、
親
王
の
尊
信
を
受
け
て
そ
の
王
子
王
女
の教
 

育
を
も
託
さ
れ
、
同
宫
邸内

の学@
5

に
1

す
る
こ
と
ニ
年
、
ま
た
後
述
す 

る
よ
う
に
親
王
が
台湾

に
薨
去
さ
れ
る
と、
宮内

省
の
命
に
よ
っ
て
そ
の
墓
誌 

銘
を
撰
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
親
王

4
護
伯
と
の関
^
、
日1
 

争

及
び
そ
の
直
後
の
台
3

定
に
際
し
、
親
王
は1
師団

長
と
し
て
、
定
誤 

伯
は
そ
の
副
官
と
し
て
出
征
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に 

は
こ
の
点
を
取
り
上
げ
、
詳
し
く
そ
の経

過

^9
っ
て
み
よ
う
。

親
王
は
明
治
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日
、
近
衛
師団

長
と
し
て

1

の
途
に 

就
き
、
四
月
十
三
日
大
連
に
-
、̂
つ
い
で
金
州
.
旅
順
な
ど
を
巡閲
さ
れ
た 

が
、
同
十
七
日
に
！！
条̂

約
が
翌
し
て
我
が国

は

401:.

澎
—

の
割譲

を 

受
け
る
こ
と
と
な
つ
た
。
し
か
し
、
こ
の
た
め
台湾
で
は
島
民
が
蜂
起
し
て独
 

立
運
動
を
起
こ
し
た
の
で
、
親
王
は
命
を
奉
じ
て
そ
の鎮

定
の
た
め
に
出
師
し
、 

五
月
二
十
二
日
旅
順
を
出発
、
二
十
七
日
沖縄
舉

城湾

に髪

ロ
の
占
ロ湾

に 

向
か
い
、
三
十
一
日
同
島
北
端
の
三
貂
襄

一

^
畜
、
瑞
芳
、
基
隆
、
各
地 

の
敵
を撃

攘
し
て
、
六
月
十
日
台
北
城
に
入
り
、
つ
い
で
七
月

^
に̂
進
軍
、 

八
月
台
中.
^
の̂両

地
を̂

し
、
十
月
八
日
に
这
患
義
を
攻
略
、
そ
の
ニ 

十
二
日
に
台
南
に
入
城
3
れ
た
。

こ
の
^
^
は
—

と
—

と
の
中
で悪

載窗

を続

け
て来

た
の
で
、
親 王

に
は+¢1

十
八
日
嘉
義
進発

の
頃
か
ら
不
例
を
感
ぜ
ら
れ
、

:̂¢1}.：

一
か
ら

ず
、
漸
次体
温
が
上
が
っ
て
マ
ラ
リ
ャ
の
兆
候
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ

ま
で乗

馬
で
進
軍5れ
て
い
た
の
を
翌
十
九
日
に
は
轎
に
召
し
替
え
ら
れ
、
ニ

十
日
も
同
じ
く
轎
で湾

裡
ま
で
進
ま
れ
た
が
、
道
路
が悪

く
、
疲労

も増

し
、

熱
は
三
十
九
度
八
分
、
脈
搏
も
等
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
夜
、
親
王
は
側
近

の
者
に対

し
、
轎
は
％

8；

の
健
全
な
と
き
に
は
心
地
が
ょ
い
が
病気

の
と
き
に

は
宜
し
く
な
い
、
何
か
他
に乗
る
も
の
は
な
い
か
、
と
仰
せ
ら
れ
た
の
で
、
翌

(8
)

日
に
は担

架
を
急
造
し
て
毛
布
を
敷
き
、
親
王
は
軍装

の
ま
ま
靴
も脱

が
れ
な 

い
で
こ
れ
に
臥
し
、
土
人
に担

が
せ
て
徐々

に
進
み
、
親
王
は
頗
る楽

だ
と
仰 

せ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
日
大
目
降
に
到
着

5
れ
た
後
の
熱
は
四
十
度

一 

贫
達
し
苦悩

も
あ
ら
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
翌
二
十
二
日
に
も

1

に 

し
て担

架
で
進
ま
れ
、
三
里
二
十
四
町
を経

て
午
後
五
時
三
十
分
台
覆
に
到 

着
、
い
っ
た
ん
安
海
街
の
張
桂
芬
宅
に
入
ら
れ
、
翌
日
吳
汝
洋
の
宅
に
移
ら
れ 

た
。台

南
に
到
着
さ
れ
る
ま
で
の

8
:5

所
は
ほ
と
ん
ど
野営

に
も
等
し
い
も
の
で 

あ
っ
た
が
、
台
南
の潜

所
は
富
豪
の
邸
宅
で
あ
っ
た
だ
け
に
宏壮

过
、
且
つ 

書
の
第
四
旅団

長
伏
見
宮
殿
下0̂ち
に
お
見
舞
に
な
り
、
ご
兄
弟
久々

に 

て
ご対

顔、
ま
た
石
坂
軍医
総

監
、
谷
ロ
軍医

監
、
西郷

軍医

正
等
も
居
合
わ 

せ
、
治
療
上
は
も
ち
ろ
ん
：
^
の
点
で
も
行
き届

い
て
、
お
付
の
人々

も
初
め 

て
安
心
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
病
勢
は
漸
次昂

進
の
模様
で

释
過
は
宜
し
か 

ら
ず
、
二
十
七
日
台湾
総

督
の
樺
山
資
紀
が
病
室
に
周
候
し
、

4
0

^
も
ほ
と
ん 

ど1

致
し
ま
し
た
。
こ
れ
畢
竟
殿
下
の
お
帥
い
に
な
る
近
衛
帥団

の
功
績
で 

あ
り
ま
し
て
、
ご
任
務
も
す
で
に
完
し
ま
し
た
、

.

し̂
上
げ
たと
き
、



お
眼
を
開
い
て頷
か
れ
た
の
が
一
^
で
、
翌
二
十
八
日
午
前
七
時
十
五
分
つ
い

に
堯
去3
れ
た
。
御
年
四
十
九
。
こ
の
た
め
翌
二
十
九
日
に
は
ご
病気

ご
危
篤

の体

で
伏
見
嘉
下
を
始
め
文
武
官

|

同
が
安
平
ま
で
お
見
送
り
し
、
汽
船
西

に
ご
遺
骸
を
移
し
、
軍
艦
吉
野
が
こ
れ
を
奉
護
し
て
十

1.

月
四
日横
1

に
入
港
、この

！！！ #:
旨
を
以
て
肇
大
赁
昇
任
、.つ
い
で
十I

日国

^
奴礼

を
以
て1

岡
皇
族1
に
奉
葬
せ
ら
れ101ヾ

そ
の
墓
誌
銘
は
前
述
の
ご
と
く
、
宮内

省
の
命
に
よ
っ
て
谷
ロ
藍
田
が

50#

し
た
も
の
で
あ
り
、
『藍
田
先
生

.
^II』巻

一
に
「馨
師団

長
陸

-̂
将̂
大

2

勲

位
功
三
級
能
久
親
王
墓
誌
銘
」
と
し
て見
え
て
い
る
。
い
ま
、
.そ
の
姜
を 

掲

げ
るこ
と
はし
な
い
が
、
そ
の
末
尾
に
は
「嗚
呼
、
古
に
日
本
武
尊

I
、 

今
に
北
白
川
宮
有
り
、双

絶
と
謂
ぅ
可
き
な
り
」

.
隻
は
漢
客
と
あ
り
、 

さ
ら
に
そ
の
あ
と
に
次
の
よ
ぅ:̂
を̂
付
し
て
い
る
一
一̂
は
漢
文
)
。 

清
国

和
を！55 

遼
1̂
|
還与
す 

戦

艦
南1
じ 
瘴

霧
空
を
蔽
ふ 

1

深
谷 

1
通
ぜ
ず 

敵
散
ず
る
も1
り 

頑
固
に
し
て
攻
め
難
し 

辛
を
嘗
め
苦
を
喫
す
る
は
 

士
卒
と
同
じ
く 

唯国

有
る
を
知
り
て
 

躬
有
る
を
知
ら
ず 

我
が
師闞
武
な
る
こ
と
 

虎
の
如
く
熊
の
如
し 

渠
魁
遠
く蔵

れ
 

万
民
風
を
仰
ぐ 

台
の広
漠 

我
が
疆
封
祀
入
る 

千
古
比

/̂
は
 

親
王
の
功
な
り 

费
親
王
の
御
事
跡
に̂ぃ
て
は
以
上
に
止
め
る
。
次
に
親
王
と
畜
伯
と の関

係
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
伯
の
嗣
子
定
武
氏
が
往
年
、
父
、
定 

謨
に
つ
い
て
語
っ
た
談
話
が
最
も参

奢
に
な
る
。
し
か
し
そ
の
前
に
い
ま
一
度
、 

親
王
の伝

記
『能
久
親
王
事
跡
'/の
中
か
ら
親
王
薨̂
日
の8

を
記
し
た 

左
のI

段
(ニ
六一—

ニ8
を
紹
介
し
て
お
こ
ぅ
。

二
十
九
日
、
午
前
六
！^兵
少
佐
佐
本
寒
人
の
率
ゐ
る

I

行
、
宮
の
撰 

を
奉
じ
て
台—
発
す
。
表
に
は
宮

815

の為
め
に帰

ら
せ
給
ふ
と
；
 ̂

せ
し
め
き
。
御
柩
に随
従

し
ま
つ
る
は
、
近
衛
師団

軍医

1
 木
村
達
、 

歩

兵
少
佐
佐̂
人
、
師団

副
官
久
松
定
誤
神触
。
同
伊
達
紀
隆

|

酿
。 

特
務1
菱
田栄

和
、
家
扶
心
得
高
野
盛
三
郎
、
家従

心
得
山
本
喜
勢
治
、 

従

卒
中
村
文蔵

及
兵
卒
九
人
、
看
護
人
一
一
人、
力
士
雙
な
り
き

0
冗

台湾
に
泊
ら
せ
給
ひ
し
と
き随
従
し
ま
つ
り
し
家
令
心
得
恩
地歉
、
家
扶
心
得
高
屋 

宗
繁
の
二
人
は
先
き
に帰
り
ぬ。
馬
丁
は
松
本
政
吉、
田
村
喜
一
郎、
田
中
會
吉
の

三
人
な
り
き。
摩
に
て
御
響
西
京
丸
に
載
せ
ま
つ
り
、
屢
士
爵
も
て 

1

し
ま
つ
る
。
十
時
三
十̂
錨
す
。

^̂親
王
を
始
と
し
、
樺
山
資 

紀
、
高—
之
助
、
乃
木^̂等
の
諸将

埠
頭
に
送
り
ま
つ
る
。

3
て
、
^6

氏
の—
を
記録

し
た
『久
松
定
武
は
語
る
』
の
中
か
ら
右
の 

一
件
に
墨
禱
す
る
部
分
(三
六—
三
八
頁)
を
抽
出
し
て
み
る
と
、
そ
れ 

は
以
下
の
ょ
ぅ
で
あ
る
。

明
治
二
十
七
年
に
は
、
日

#5̂

争

が
始
ま
り
ま
す
。
近
衛
師団

長
北
白 

川
宮
&

の
副
官
と
し
て
肇
し
ま
し
た
。戦
争

が
終
わ
っ
て
、
台 

湾

に転

進
し—
。
台
南
で
、
能
久
親
王
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
ニ 

十
八
年
十
月
二
十
八
日
の
こ
と
で
す
。
マ
ラ
リ
ア
で
し
た
。

^
は̂
！
^

- 5-



ま
で
お
側
に
つ
い
て
看
病
し
ま
し
た
。
一

^知
の
よ
う
に
、
マ
ラ
リ
ア
は 

伝
：̂
で
す
。
父
も
感
染
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
病気

を
お
し
て
、
親
王 

の
ご
遣体

を
船
に乗
せ
、

4
0

海
を
通
つ
て
凱
旋
し
ま
し 

た
。
土
佐
沖
で
、
父
は
危
篤
に
な
り
ま
し
た
。
奇
跡
的
に
助
か
つ
て帰
つ 

た
の
で
す
。
後
に
な
つ
て
、
父
は
「親
王
に
お
仕
え
す
る気

力
だ
け
で
病 

気

の体

を
支
え
たよう
なも
の
」と
、
語
つ
て
い
ま
し
た
。

そ
う
い
う
で
、
今
も
、

!̂
!
川
宮
家
と
は
お
付
皇
ロ
い
を
願
つ
て 

い
ま
す
。
ま
た
能
久
親
王
の
妃
殿
下

(富
子)
は
、
宇
和
島
の
伊
蒙
の 

出
で
す
。
し
た
が
つ
て
、
わ
た
し
と
は

8
2̂

が
深
い
わ
け
で
す
。
皇
1

 

下
の
女真

を
し
て
お
ら
れ
る
北
白
^

:
子
さ
ん
も
北
白
川
宮
家
の
出
で 

す
。明

治
二
十
八
年
、
日清1
に
父
は
北3
宮
能
久
親
王
の
副
官
と
し 

て
出
征
、
古
例
に
よ
つ
て旧

家
臣
中
か
ら
四
天
王
、従

軍
記
者
と
し
て
、 

正
岡
子
規.
河
東
可
全.
竹
田
博
文.
片
—

が
同
行
し
、
中国

の̂̂ 

に
行
き
ま
し
た
。
子
規
に
は広

島
で
佩
刀
を
授
け
、
金
^
在
中
の
五
月 

二
日
、
！

第
一
の
割
念
店宝

興
園
の
宴
に
招
き
ま
し
た
。
墓
は
感
激 

し
て
「陣
中
日
記
に
」
に
記
し
、

行
く
春
の
酒
を
た
ま
は
る
陣
屋
哉 

と
詠
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
台湾
で
薨
去

3
れ
た
親
王
の
金
州
御
在
陣
の
時 

を
倨
ん
で
の
追
悼
句
を
明
治
二
十
八
年
冬
、

「寒
山
落
木
」
に
の
せ
て
い 

ま
す
。

北
白
川
宮毙
御
と
聞
き
侍
り
て
そ';/'ろ涙
せ
き
あ
へ
ず
金
州
御
在
障
の 

時
な
ど
只
ま
ぼ
ろ
し
の
ご
と
く
に覚

え
て

し
ぐ
る
れ
ど
御
笠参
ら
す

よ
し
も
な
し 

,右
の
文
に
よ
っ
て
、1
親
王
に対
す
る̂

2

の
看
病
と—

の1

は 

簡
略
な
が
ら
も
伺
わ
れ
る
。
親
王
の
妃
富
子
が
^
島
の
伊

牵
冢

の
出
で
あ
る 

と
い
う
の
は
、
同
藩

98̂

代
の
藩
惠
ボ徳

の
第
二
女
で
、
明
治
十
九
年
に
親
王 

と
嬉
し
た
こ
と
をい
う
の
で
あ
る
。
但
し当

時
享
は
島
津
久
光

01̂

の 

181#

主
1

の実

弟
、
忠
義
の実

父
で
、
維
左
大
臣
に
至
る
)
の
養
女 

となっていたので、

親王事跡』

(1

四五
—六

！！〇

に
は
、

(明
治
十
九
年
七
县
十
日
、
妃
富
子
を
納
れ
3
せ
給
ふ
。
伊
達
侯
宗徳
 

の
女
、
難
公
久
光
の
養
女
に
て
お
は
す
。

と
あ
り
、
ま
た
同
書巻

末
の
年
譜
に
は
、

十
九
年
丙
戌
、
四-

1-11、

東
京
に
お
は
す
。
妃
山内
氏
光
一
^
の為
に
家

に帰

ら
せ
給
ふ
。
妃

¢81：

氏
富
子
を
納
れ3せ
給
ふ
。

0
0 

と
あ
る
。

次
に
定
武
氏
の
文
に
は
、
日
！̂
争

に従

軍
し
た
子
規
の
こ
と
が
書
か
れ
て 

い
る
。
子
規
は
周
知
の
ご
と
く
近
衛
師団

付
の
新
聞
記
者
と
し
て従

軍
し
た
の

で、
臭
、
費
親
王
と
も
定
雪
と
も
雲
な関

係
を
も
ち
、
冢

山
落
木
」

に
見
え
るI

句
も
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
感
慨
で
あ
る
。
森
は当

面
、
谷
ロ
藍

田
—
浦
屋寛

制
の̂
の̂
中
で
能
久
親
王
を
一
^
上
げ
て
い
る
の
で
、
子
規

1
親
王
の̂

は
派
！̂
、
副
次
的—

の
と
な
る
が
、
本
誌
の
性
質
に
か

ん
が
み
、
こ
れ
に関

連
し
て
も
う

I

つ
披
露
し
て
お
き
た
い
文
が
あ
る
。
そ
れ

は
子
規
が
明
治
二
十
八
年
十

I

月
二
日
付
で-
恒̂徳
、
佐
伯
—

の両

人
に 

¢2)

あ
て
た
書
簡
で
あ
る
。
こ
の
！
^
は
、
子
規
が
例
の
最
後
の帰
郷

を
切
り
上
げ 

て
十
月
三
十
一
日
に塁

思
に帰
っ
た
二
日
後
、
早
速
そ
の
無
事
到
着
を国

元
に



報
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、

「叔
父
^
#
政
直様
」
と
宛
名
を
書
い
た
後
に
3 

ら
に
次
の
文
を
追
記
し
て
い
る
。

能
久
親
王
殿
下
御
薨
去̂!何
と
も
申様

な
き
次
第
に
御
—

尤
も
御 

発

表
は
四
日
と
相
定
ま
り
1

私
も
^
^
は
常
に̂

に
居
候！
 ̂

く
御
笑
顔
杯
今
に
眼
底
に残

り
居
候
之
を
思
へ
ば

1

胸
に
塞
が
り
て 

欷

獻
に
堪
へ
ず
候
な
み
^
の践
し
き
き
は
に
て
も
全
軍将
に
凱
旋
せ

たふ 

，

ん
と
す
る
鐘
に殪

れ
候
は
ゾ
^
：許
り
か
家1

の
歎|
5
ん
況 

し
て
こ
れ
は
竹
の
園
生
の
御
末
最
と
や
ん
ご
と
な
く
渡
ら
せ
給
ふ
御
身
の 

万
里
の
空
に
椰
子
の
露
と
^
;
た
ま
ふ
こ
と
誠
に

御
身
寄
の
御
方々

の
御
心
の
中
杯
^

'る
に
余
り
あ
り
て涙

の
泉尽
く
べ 

く
も
あ
ら
ず
候 

右
に
付
き

臺
公
も
或
は国

に
も
成
る
べ
き
か
と
御
邸
に
は
御
待
受
の鬆

子 

に
見
え
候

伊
藤
氏
に
も
一
寸
面
4注
候
へ
ど
も
申
候
棄
だ
相̂#
候
当
 

日
8
镘

候
儀
に
御
蜃

右
の
文
に
ょ
る
と' 子
規
は帰

京
の
翌
日
、
又
は
翌々

日
、
芝
の
久
松
邸
に 

挨

^
出̂
向
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
能
久
親
王
の
ご
遺
骸
を
の
せ
た
西
京 

丸
が横

須
賀
に
入
港
す
る
ニ
、
三

〇一 8

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
金
州
で
は
御
側 

に
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
御
笑
顔
も
眼
底
に残

つ
て
い
る
と
い
う
身
近 

験

か
ら
、
親
王
の
堯
去
に
た
い
す
る
子
規
の
感
慨
は

I

通
り
で
な
く
、

3
5

；

た 

全
及
悼
の
意
が
そ
の
字
面
に
漂
っ
て
い
る
が
、
同
時
に
皇
室
に
た
い
す
る
！
一̂ボ 

の
念
も
こ
の
上
な
く
深
厚
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
文
頭

(雙
親
王
)
と
文

中
(御
身
寄)
に
象称

の
一
字
を
擡
頭
す
る
な
ど
、
ま
こ
と
に
用
意
周
到
で
、 

こ
れ
は当

時
の
普
遍
的
な
1
感
情
を
遣
憾
なく ¢36

し
たも
の
と
言
うこ
と 

が
でき
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
本
題
に
立
ち
か
え
り
、
~̂ー
つ
言
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら 

な
い
の
は̂

伯
と
浦119¢

制
と
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん旧
時
に 

遡
れ
ば
主従

に
準
ず
る
！

で
あ
り
、
も
し
日

1
争

に関

連
つ
け
て
言
う
な 

ら
ば
、
『雲
：̂
!
』
明
治
三
十I年
(五
十
九歳
)
の条

に
「旧

主
久
松
定 

護
公
、
去
年
乙
未
の
夏
、
台湾

に従

軍
し
、
事
平
ら
ぎ
て
京
に帰
る
。
ム
善
、 

盛
ん
に
凱
旋
の
謙
を
松
山
公会

堂
に
開
く
。寛

亦
た
席
末
に
班
し
、
恭
し
く
一 

詩
を
賦
し
て
賀
し
奉
る
」(原
文
は
漢
文)と
い
う詩
題
が
見
え
る
。
や
や
時
期 

は
後
れ
る
も
の
の
、両
者
の
^
を̂
知
る
に
は
格
好
の

1?!¢

と
い
っ
て
よ
い
で 

あ
ろ
う
。

註(1)
因
み
に
、
秋
山—
大
獲
記
到
打会
発

行
の
『秋
山
客
』
(三
七 

1
四
0
頁
)
によれば、将
軍が明治十年、

名古屋師範学
校 

付属

小学

校
訓
導
よ
り
陸
1

官学

校
に
入
^
^
志
願
す
る
に
至
っ
た
動
機 

に
つ
い
て
、
明
確
に
こ
れ
を
知
る

こ
と
は出来

な
い
、
と
し
な
が
ら
も

I

つ 

の1
と
し
て
、

そ
の
頃
ま
た
松
山
出
身
の
山
本
中
震
と
い
ふ
人
が
名
古
屋鎮

台
の
法 

務
官
を
勤
め
て
ゐ
た
が
、
同
氏
は
#

や̂
後
#
を
世
話
す
る
こ
と
を
以 

て
、
終
生
の
渠
と
し
た
程
の
人
で
あ
る
か
ら
、
秋
山
訓
導
に対
し
て 

も
、
同郷

の
後葷

と
し
て
種々

揚
を
見
た
で
も

あ
ら
うし
、
又
陸
軍 

出
身
を88̂
し
た
でも
あ
ら
う
と思
は
れ
る
。

一  7—



と
い
い
、
ま
た
四
五
五
頁
に
も

山
本
氏
：̂
軍
の
名
古
屋
小
^
^
当̂
時
同
地
變
ロ
の
法
務
官
を 

勤
め
、将
軍
に

陸
80̂

身
を勧

め
た
人
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。

と
い
っ
て
い
る
。
但
し
六
ニ
頁
に
は
、将
^
！!身
の
言
と
し
て
、

余
は
十
八歳

に
て
松
山
を
出
で
た
り
。
松
山
は
風
俗
よ
ろ
し
か
ら
ず 

と
思
へ
り
。独
学

に
て
大
阪
師
1
 校
に
入
り
、I

時
愛
知県

に！
# 

せ
り
。
其
後
西
南
の
役
あ
り
。戦
乱

^
？;き
し
を
以
て
軍
人
に
な
り
て 

早
く国
内

を
蹇
せ
ん
と
の
志
を懐

き
、
書学

校
に
入
り
、

5̂
軍 

人
と
し
て
今
日
に
至
る
。

と
あ
る
。

X

〔

〕内

に
注
記
さ
れ
た
山
本
は
、
山
本
忠
彰
で
は
な
く
別
人
で
—
。 

X 
谷
ロ
藍
田
自
身
も
鹿—

の
^
参

事
を
兼
任
し
た
こ
と
が
あ
る
(前 

稿
小伝
参

療\

(4
)尚
、
本
稿
の10̂1

に
直
接
の—
は
な
い
が
、
序
で
に
藍
田
と
松
山
人 

と
の関
係
に
つ
い
て
过
ー

I

ロ
す
れ
ば、
磯
崎
蠢
と
三
輪
田
高
房
が
あ
る
。
前 

者
に
つ
い
て
は

4
*1

^ I

に「̂
1

崎
蠢帰

寧
序
」
が
あ
り
、
そ
の
中 

に
「余
の
崎
陽(長
崎)
に
在
る
や
、
諸
生
の為

め
に
四
書
、
七
書
、
左
氏 

を
講
ず
。
松
山
藩医

磯
崎
 
1
、
亦
た
余
に従

い
て学
び
、
質
正
に
し
て
勉 

励
、
日
に
講
筵
に
列
す
る
者
、
一
年
一
日
の
如
し
。

…
…」
(原
文
は
澳
文)

と
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
1
巻

ニ
の
「信
越
紀
行
」
に
、
藍
田
が
明
治 

ニ
十
五
年
七
月
十ー

日
、
鐘歴

遊
の
た
め
壅

乐
を
出発

す
る
際
、
三
輪
田 

高
房
が̂

よ
り来

訪
し
て
別
れ
を叙

べ
た
と
あ
り
、
ま
た
同巻

の
「王
邸 

日歴
抄
」
に
よ
れ
ば
、
翌
ニ
十
六
年
八
月
三
十
日
、
藍
田
が
北
!̂
宮̂
の
招 

聘
で
熊
本
へ
赴
く
た
め
東
京
を
出発

し
た
と
き
、

§
1

場
に
こ
れ
を
見

送
っ
た
ニ̂

V

の
中
に
三
輪
田
高
房
も
い
た
。
こ
の
ほ
か
二
十
七
年

I

月 

三
十
日
に
：̂
訪
、
二
月
三
日
、
五
月
十
二
日
に
は
講
筵
に来
会

の
記
事
が 

あ
る
。

(5
) 

北
白
川
宮
能备

王
(
一
八
四
七丨
九
五)は
、
伏
見
宮
邦
家
親
王
の 

第
^1-1

子
と
し
て
弘
化
四
年
二
月
十
六
日
に
御
誕
生
、
風
に
儒仏

の

1

御 

修
得
に
な
り
、
明
治
維
新
の
際
に
は
御
身
を
朝
幕
の
間
に処
し
て
一
^
艱
苦 

を
嘗
め
ら
れ
た
。
つ
い
で
軍
事研
究
の
た
め
明
治
ニ
年
十
二
月
渡欧
。
爾
後 

ド
ィ
ツ滞

在
前
後
八
力
年
、
十
年
七
月帰

朝
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
明
治 

五
年
三
月
、
驚
北
白
川
喜
碧
王
が
薨
去
さ
れ
た
が
、
そ
の
遣
言
に
基 

づ
き
勅
命
に
よ
り
親
王
が
入
っ
て
そ
の
跡
を
相続

さ
れ
た
。帰

雲
は
陸
軍 

戸
山—
に入学
、
十
二
年
一
月歩
兵
に
任
官

(滞
欧

中
、̂

5

七
年 

陸
#

佐̂
に
任
官
)
、3
3
1̂
し
て
二
十
五
！：
^
二
月
中将

に
進
み
、
第
8- 

六
、
第
四両

師団

長
を経

て
二
十
八
年
一
月
、
近
衛
師団

長
に
補
せ
ら
れ
た

(近
衛
師団

長
時
代
の
御
事
跡
に
つ
い
て
は
後
述
の

—
参

照)。
親
王
は
、

恭
謙温

雅
、
ま
た
よ
く
世
事
に
通
ぜ
ら
れ
、
風
に
世
の
信
望
を

I

身
に53̂

れ
、随
っ
て
平
生
民
間
に
お
け
る
諸
種
の団
体

を
も
！

^
助
に
な
り
、軎识 

地学

協会
会

長
、
第
二
回内

穩覧
会
総

裁
、
ド
ィ
ッ学

屢会

長
、
ァ
ジ 

ヤ
協
八1^0

会

頭
等
の
公
職
を
兼
ね
ら
る
る
と
こ
違
る
多
か
っ
た苹

凡 

社
！̂
本
人
名
大
翼
』
、
同
『大
百
科
蠢
^
藍
田
先
生
集
卷
，

能
久
親
疆
誌
銘参8} 
0

(6) 

久
松
定
誤(
一
八
六
七丄

九
四
三
、
慶応

三

丨
昭
和|

八
)
は旧
松 

山
藩
主(実

際
は旧

藩
蹇
昭
の
養
子
)
。

(7
) 

澳
底
は
、|
に拽
底
に
作
る(
『能
久
親
王
事
跡
』

|

六
六
頁
震
)
。



(
8
)
 

親
王
事
跡
』(ニ
五
五
頁)
に
は
、

轎
に
載
せ
ま
ゐ
ら
す
べ
き
に
あ
ら
ず
と
て
、
竹
四
奢
結
び
て
長
方 

形
に
な
し
、
こ
れ
に
を
張
り
、
藁
を
敷
き
、
毛
布
を
展
べ
、
上 

に
竹
を
架
し
て浅
葱

色
の
木
簿
を
覆
ひ
て
、

日
を
遮
る
や
ぅ
に
補 

理
ひ
、
こ
れ
に
載
せ
ま
つ
り
て
土
人
に舁
が
せ
、
午
前
^
!
裡
を 

立
ち
ぬ
。

と
あ
る
。

(9
) 

但
し
、
『能
久
親
王
事
跡
』
(一
一
五
七5
に
は
、

新
に
選
び
定
め
た
る
家
に
移
ら
せ
給
ふ
。
宮
の
居
さ
せ
給
ふ
は
、
半 

轻
つ
ち

ば
床
板
を
？
^
、
半
ば
直
土
の
ま
ま
な
る畳

四
枚
ば
か
り
を
敷
き
つ 

ベ
，^
な
り
。
幅
三
尺
の
窓
に玻

壞戸

を
立
つ
。
藤
の
臥
床
一
つ
求 

め
得
て
、
宮
，̂
3せ
ま
つ
る
。

と
あ
る
。

(10:
)
明
治
^
!、
特
旨
に
ょ
っ
て国

葬
が
行
わ
れ
た
例
は
ニ
〇
名
賣
(
こ
の 

ほ
か
士虽

茂
に対

し
第
二
次

态
馨
の国

葬
が
行
わ
れ
た
)
、
變
親
王 

は
岩
倉
！̂
、
島
津
久
光
、
三̂
美̂
、
有
栖
川
宮
煙
仁
親
王
に
つ
い
で
第 

五
番
目
で
あ
る
。

(=
0

以
上
、
能
久
親
王
の
台湾
鎮

定
に
か
か
る
事
跡
に
つ
い
て
は
大
部
分
、 

東亜

同
文会
内
、対

支
功労

者伝

記
編
蠢
編
傾発

行
の
『対

支
回
顧録
』 

上巻

三
一
四
頁
、1

七
四
一
七
五
頁(樺山資紀に拠
ったが、
 

処
々
、
棠
陰
八
疆
赛
の
『能
久
親
王
事
跡
』
中
の
記
述
を
以
て
こ
れ
に
代
え
、 

ほ
か
に
平̂
!
『
ア
ジ
ア歴

史
責
』
、
同
『大
一

^
一

#^

』
中
の
記
事
か 

ら
も弓电
し
た
。

因
み
に
、1
、
台
北
の剣

潭
山
腹
に
親
王
の
英霊

を
奉
祀
し
て
慕
大 

社401¢¢#

と称

し
、̂
、̂40II

の
御
遺
跡
に
は
台
南
神
社
を
奉
建
し
て
官 

幣
中
社
に
列
せ
ら
れ
た
(
『対

支1
録

』N1¢

七
五
頁
)
。

並
)
元来
、
墓
誌
は
死
者
の
事
跡
を
—

に伝

え
る
た
め
に
、
金
石
に
記
し 

て
墓
側
に
埋
め
る
も
の
で
、
『能
久
親
王

—

』
(ニ
六
七—
八¢

0

に
、 

(二
十
八军

|

月
十
一日
)
御
^
!埋
み
ま
つ
る
。
墓
穴
は
石
も
て 

畳
み
成
せ
り
。
深
さー

丈
余
、
幅
八
尺
、
長

3
ニ
間
な
り
。
！

を
ば 

爹
児

を
塗
り
た
る
上
箱
に
納
め
、
川
田
剛
が
撰
び
、

1
為

忠
が
書
き 

し
墓
誌
銘
を
、
長
さ
三
尺
、
幅
ニ
尺
、
厚

3
三
分
の
銅
板
に
銷
ら
せ
た 

る
を
添
へ
て卸

し
ま
つ
り
、
周匝

を
ば

^
を̂
も
て填

み
ま
つ
り
ぬ
。 

3
て
土
を
盛
り
墓
標
を
立
て
つ
。

と
あ
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
谷
ロ
藍
田
の
起
草
し
た
も
の
は
「墓
誌
銘
」
と 

は
あ
る
が実

際
は
墓
碑
銘
で
、
墓
碑
の
碑
陰
に
刻
し
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
す 

な
わ
ち
右
同
書(ニ
七
〇0
に
、

(二
十
九
年)
十
一
月
四
日
、
豊
島
岡
の
墓
成
り
ぬ
。
高
さ

一

丈
六
尺 

の

の
—

石
に
、
近
衛
帥団

長
陸
軍
大将

大
數
位
功
三
級
能
久
親 

王
墓
と
刻
せ
り
。
！̂!親
王
書
か
せ
給
ひ
ぬ
。

と
あ
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

¢
2
)

事籀
1
2袋
陰
4驕
幕
(代
表
者
森
林
太
郎
〕
、
明
治
四
十
一 

年
豐

、
春
陽
堂発
売
。

¢
3
)

因
み
に
、
一
^
伯̂
の
夫
人
貞
子
は
島
！！
^
の
出
で
、
久
光
の
孫
に当
た

る
0

02

〕
講#
^
『子
規
集
』
第
十
八
卷
嘉ー

所収

。

一 9一



1

因
み
に
、
大
正
案
ょ
り̂
^
に
か
け
て
の国
^

5；

書
『尋
常 

身
書
』巻

四
は
、

「第

I 

明
^X

皇
」

「第
二
能
久
親
王
」

「 

第
三
靖国

：̂
」
と
な
っ
て
お
り
、

#
#

も
こ
れ
を
使
用
し
た
。

(特
別
嘉)
(会
員)
(奈
良$
京
三
丁
目16I
10
在
住)

32
頁
よ
り
つ
づ
く)

ま
た
、
子
規
自
身
も
ひ
そ
か
に
反
省
し
自覚
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

「筆 

ま
か
せ
」
の掲

載
の
順
序
に
そ
れ
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
明
治
二
十
ニ
年
か
ら
翌 

年
に
か
け
て
の随

筆
に
多
く
見
ら
れ
る

0

第I

編
の
「疆
的
人
間
」(九
四
〜)
の
所説

は
、
人
間
は
意
志
に
よ
っ 

て
行
い
を
左
右
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
器
械
で
は
な
い
、
と
こ
ろ
が
、 

他
人
^
笑
し軽

蔑
し
、
人
の
揚
げ
足
を
取
り
、
あ
る
い
は
頭
ご
な
し
に
す
る 

く
せ
が
自
分
に
も
あ
っ
て
、
友
か
ら
忠
告
を
受
け
て
も
な
か
な
か
な
お
ら
な
い
、 

こ
れ
は
器
械
的
運
動
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人
が
自
分
を
厚
遇
す
る
と
き
は
自

- 

分
も
ま
た
彼
を
厚
遇
し
、

 
人
が
自
分
を
冷
笑
す
る
と
き
は
自
分
も
彼
を
冷
笑
す 

る
か
ら
で
あ
る
、
人
が
自
分
を
撲
っ
て
も
自
分
は
笑
っ
て
こ
れ
を
受
け
、
怨
に 

報
い
る
に
恩
を
も
っ
て
し
て
こ
そ
は
じ
め
て
人
間
と
い
う
べ
き
で
あ
る
、

「あ 

3
ま
し
の
我
身
や
、
う
た
て
の
凡
夫
や
」
と
深
い
反
省
が
見
え
る
。

第
二
に
「話
し
ず
き
」(一〇
九)
に
伴
う
欠陥
で
あ
る
。
自
分
は
と
か
く 

話
し
ずき
で
、
い
ら
ぬ
こ
と
ま
で
人
に
誇
ら
し
げ
に
話
す
の
で
人
の

嫌
！!

を
生 

ず
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、学

問
上
の
話
は
し
や
べ
つ
て
後
に
益
あ
る

こ
と 

が
度々

で
あ
る
。
考
え
た
こ
と
を
ロ
に
出

3
な
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
つ 

て
^
が
な
い
。
そ
の
こ
と
を
ロ
に
出
し
て
思
い
つ
い
た
あ
り
つ
た
け
の
理
窟

を並

べ
て
し1
と
' そ
の
時
ま
た
一歩
進
ん
で
道
理
を
明
か
に
す
る
こ
と
が 

多
く
、
時
と
し
て
名
言
を
は
く
こ
と
も
あ
る
と
言
つ
て
い
る
。

第
三
に
、|
が̂
た
び
た
び
試
み
た
「人
物
評趕

(1
一

六
〜
)
に
つ
い 

て
次
の
よ
う
に
言
う
。
自
分
は
こ
と
に
人
物
を
評
論
す
る
こ
と
を
好
み
、郷
里 

の
人
物
を
評
し
た
こ
と
も
あ
る
し
、
又
、

1

同
士
で
互
い
に
評
し
合
っ
た
こ 

と
も
あ
る
。
世
の
中
に
は
こ
れ
を
嫌

5
者
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
狡
^
な 

る
者
、
不̂
#
な
る
者
、
卑
怯
な
る
者
が悪

口
を
嫌
う
だ
け
で
あ
る
か
ら

^
 ̂

の
至
り
で
あ
る
。

「余
は
評
論
に
於
て
人
を
ほ
め
る
よ
り
も
寧
ろ
人
を
そ
し
る 

こ
と
を
好
む
者
也
、
人
に
ほ
め
ら
る
、
よ
り
も
寧
ろ
人
に
そ
し
ら
る
、
こ
と
を 

好
む
者
也
」
。
賞
め
ら
れ
て
奮発

す
る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
か
え
っ
て
自
負 

ー 1@̂

の
心
を
生
じ
て
よ
く
な
い
。悪

口
が
適
中
す
る
の
は
よ
い
こ
と
で
、
改
心 

さ
せ
る
よ
う
に
な
る
の
は
よ
い
こ
と
で
あ
る
。

「余
は
友
人
と
う
ち
よ
り
て
の 

話
に
も
、
同郷

人
同学

生
の
性
質
、
^
^
^
批̂
評
を
通
例
と
す
」
と
言
つ
て 

い
る
。
人
を
賞
め
る
よ
り
も
人
を
そ
し
る
こ
と
を
好
む
の
は
子
規
も
わ
れ
わ
れ 

も
同
じ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
人
に
ほ
め
ら
れ
る
よ
り
は
む
し
ろ
人
に
そ
し
ら
れ 

る
こ
と
を
好
む
と
言
う
と
こ
ろ
、
子
規
の
人
物
は
凡
人
よ
り
一
段
上
で
あ
る
。

子
規
が̂

し
て
病
妹
に
つ
く
と
友
だ
ち
は続
々

と
見
舞
い
に来

て
く
れ
た
。 

3|
|い̂
者
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
日
ご
ろ
あ
ま

1
父
際
し
て
な
い
者
ま
で
何 

く
れ
と
慰
め
て
く
れ
た
。
世
の
友
は
利
を
見
て
は
就
き
、
利
が尽
き
る
と
離
れ 

る
の
が
通
例
で
あ
る
の
に
、
こ
の
よ
う
に
ま
で
い
た
わ
っ
て
く
れ
た真

心
に
感 

涙

を
流
し
た
。
今迄

は
あ
の
人
は
ひ
ど
く
き
ら
い
だ
か
ら
交
際
す
ま
い
と
思
っ 

た
人
が
、
自
分
の
病気

を
何
か
と
心
配
し
て
く
れ
た
の
で
^
に
堪
え
な
か
っ 

た。
(以
下
肋
頁
下
段
に
つ
づ
く
)

ー 10ー
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久
万
は
、
俳
諧
の
上
か
ら
は
、
文
雅
的
不
毛
の
地
で
は
な
か
っ
た
と
思
ぅ
。 

そ
れ
を
物
語
る
も
の
と
し
て
、
芭
蕉没

後
五
十
年
忌

(寛

保
三
年4-¢!

十
三
日) 

を
期
し
、
菅
生
山
大宝

寺
境内

に
魁

办
芭
蕉
塚
を
建
立
し
て
い
る
。当

時
、 

全国
で
建
て
ら
れ
た
の
は
約
五
十
基
と
い
わ
れ
る
が
、
伊
予
で
は
供
養
塔
的
な 

金1
も
こ
め
て
ニ
基
が
造
立
3
れ
た
事
は
周
知
の
通
り
で
ぁ
る
。

久
万
大宝

寺
 

霜
裏 

松山太山寺柳塚 

大宝

寺
の
霜̂
は̂
、
久
万
の
俳
諧
を—
し
た
とい
わ
れ
る©3

の
^
！!
 

志
山
が発

企
人
と
な
り
、
芭
蕉
を
1

す
る
久
万
の
俳
人
達
の
後
援
と
、寛

保 

元
年
の务
山
百
姓
逃
散
を
、
松
山
藩
の
懇
願
に
ょ
っ
て
無

1鎮
め
た
大宝

寺 

募
和
尚
(俳靠

石)
の
存
在
を1
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
翌
年
の 

延
享
元
年(1

七
四
四)
に
は
、
俳
書
『碧
塚
』
を
京
の
俳
諧
#
^
筒
屋 

か
ら
出
版
し
た
。
ま
だ
松
山
に
は
版
元
がなか
つ
た
も
の
と思
わ
れ
る
。

そ
の
八
十
四
句
中
に
は
、
諸国

の
俳
人
、
松
山
の

I

流
の
俳
人
、
久
万
の
俳 

人
が
名—
ね
て
、
し̂
 I：

色
焦
の
俳
風
、
門
流
の
事
か
)
の
俳
書
と
し
て
は 

県

下
で
一
番
古
い
も
の
.だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
八—

の宝
暦

元
年
〔

I

七
五
一)
に
は
、
久
万
の
俳
老
で
あ
つ た

：̂
寿

風
の
？

9
#

の
た
め
、『 4

^

の
霜
』
を
慮
し
た
。
京
都
い
つ
、
や 

板
の
同
書
に
は
、
久
万
連
中
と
、
江戸

の
人
、
京

-伊
勢
の
人
、
松
山
の
二
十 

四
名
、
大
洲-内

子-郡
中
な
ど
多
く
の
俳
人
の
名
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
中
に 

は
、寛

延
元
年(一
七
四
八)
芭
蕉
の
遺
骸
の
ぁ
る
「葬
寺
」
に
入
っ
て
、 

無
名
庵
、
幻
住
庵
を
再
興
し
、
諸国

を
行
脚
、
俳
！

^
冊
も
著
わ
し
た
！
^
坊 

と
い
ぅ
俳
人
の
句
も
の
っ
て
い
る
。

3
て
、
—

の
文
人
墨
客
た
ち
が
土
佐
往
還
の
途
中
に
久
万
に
逗
留
、
或
い 

は备
媒
を
訪
ね
た
人々

の
中
に
、
文
人
達
の
メー
ン
コー

ス
に
な
っ
た
の 

は
大宝

寺态
屋
寺参

詣
で
ぁ
っ
た
。
大宝

寺奥

ノ
院

(菅
生
の
岩
屋)
は
、 

宗教

的
な霊

力
と、—
奇
勝
に
魅
せ
ら
れ
た
が
、
わ
け
て
も
聖
地
.霊
域
と 

し
て
崇
め
ら
れ
、
修験

道
場
と
し
て
世
に
知
ら
れ
て
い
た
。
『霜

1

』
の叙
 

文
(志
山)
に
も
「…
…
そ
も
菅
生
山
は
四
州
八
十
八
の霊
場
の
中
に
も
無双
 

の旧

地
な
り
、
杉並

の奥

に
道
を続

け
て
は

五
-!.

&
と
や
、巌

屋
の
辛1

は 

大
師
の
法
力
を
あ
ら
わ
し
、
二
十
一
の
階
子
は
片蛆

に
か
か
り
、
あ
る
は
仙
人 

の
印
有、仏

法
鳥
は
卯
の
花
の
比
に
啼
て

1
0山
に
等
し
き
と
す
。
誠
に
不
思 

議
を
算
ふ
る
に
は
風
景
を
賞
す
る
に
あ
た
わ
し
」
と
あ
つ
て
、
岩
屋
寺
を
探
ね 

た
文
人
た
ち
は
、

「旅
に
は
宗教
が
存
在
す
る
」
こ
と
を実

感
し
た
の
で
は
な

子
規
な
ど
文
人
た
ち
と
久
万

丨涓涓集から

—和

田

正



1̂

； 

え
ん
い

V詞
書
に
、
円
伊(絵
師
)
が
岩
屋
を

い
だ
ろ
ぅ
か
。

〇
一
遍
上
人参
籠

文
永
九
年(
ニー
七
ニ)

正応

元
年(1
二
八
八)

正
安
元
年(
ニー
九
九)卩

5

巧
。

〇
『寶経

記
』
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
で
あ
る
が
、
我国

の壮

大
な戦

記
文 

¥

い
わ
れ
る
こ
の
讀
記
に
崖
寺
が
載
っ
て
い
る
。
全
八
卷
中
の
卷
ノ
三 

の
「弁
慶
山
門
を
出
る
の
事
」
に
、

「焼

山
、
つ
る
ぎ
の
峰
を拝

み
て
、
讚 

岐
の
志
度
の
道
場
、
伊
予
の
菅
生
(注釈
.
菅
^3奥

ノ
院)
に
出
で
て
、 

土
佐
の
播
多
ま
で拝

み
け
り
」
と
あ
っ
て
、
四国

八
十
八
ヶ
所
成
立
の 

古
態
、即

ち
山
林
修
業
、
山
岳

©
5

、
山内

に
白
山.熊
野
信
仰
.
胎内

く 

ぐ
り
の
一
一̂な
ど
が
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。

0
能
—

リ
明
月
上
人
「岩
屋
1

文
」
、
久
万
町
立
美
術
館蔵
。

〇
紀
行
家

俳̂
人
大
淀
三
千
風
、
貞
享
ニ
年
六
月
。

〇
四3
遍
路
記
各
種
、
江戸

時
代
。

〇画
-<1

一
家.
一
遍
聖絵.
遍
路
記—

.
大
西黙

堂画.
§
山
I
8
*
実̂

筆)
§
町
立
美
術 

館蔵
,
江戸

時
代
木
版画

一
一
枚

(慶応
大学
図

書
館蔵)

忌
簾
訪
リ並

河
天
民
「近
世
畸
人伝
」

0
儒
#̂.
漢
1

リ
日
下
：̂
ほ
か
。

0
近3:3

一
家
“
水
墨画

坂
田
虎
一

裘
画

浜
田雾

0
俳
遍
路̂

野̂
三
充
「三
充
句
拾
遣
.
俳
遍
路
」

斉

藤
知
白
「俳
諧
行
脚
お
遍
陋
さ
ん
」

8

8

0
0

0

 

久
万3

#

の
江戸
^
.
後
期
か
ら
、
明
治.大
正.
^
へ
と
つ.つ
く、 

篇

I：

俳
句)
の
素
地
と
、
子
規
な
ど
文
人
た
ち
が
旅
心
を
か
き
立
て
た
岩
屋 

寺
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の
例
を挙

げ
た
が
、
つ
づ
い
て
安
倍
能

18#「 |

集
』 

に
登
場
す
る
久
万
と縁
り
の
あ
る
文
人
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

正岡子規

安
倍
能
成
が
子
規
に関

し
て
、

「我
が
生
ひ
立
ち
」
に
、

「 

子
規
の
叔
父
大
原
恒徳

の
宅
で
夏
休
で帰
っ
て来

て
居
る
子 

規
に
逢
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
大学

生
の
子
規
に
は
小学

生
の
私
な
ど
眼
中
に 

な
か
った
ろ
ぅ
、因
ょ
り
そ
の
時
も
子
規
を
尋
ね
る
な

ど
と
い
ふ気
に
な
ら
な 

か
っ
た
」
。

ま
た
『涓
涓
集
』
に
は
、

「俳
句
に
も
短
歌
に
も関

心
の
薄
か
っ
た
私
は
、 

…
…始
め
て
子
規
に
感
動
し
た
の
は
、
大
正
七
年
に
岩
波
書
店
で
、
原
型
を
ほ 

と
ん
ど
そ
の
ま
、
に
復
刻
し
た

《
3

^

漫録

》
を
見
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の毎
 

日
の
食
事
に鮪^5

；

と
か
：

一一 -

い̂
く
ら
と
か
い
ふ断

片
に
も、
子
規
の
旺
盛
な 

不
屈
の
生
命
力
が
、
あ
の
苦
痛
に
充
ち
た
貧
し
い闘

病
生
活
の
中
に
漲
つ
て
ゐ 

る
こ

と

を
し
て
、
頭
の
下
る
思
ひ
を
深
く
し
た
の
で
あ
つ
た
。
1

松
山 

が
子
規
を
生
ん
だこと
を
、郷

土
の
最
上
の
誇
と
し
て
ゐ
る
」
^
嘆
の
言
葉 

を
述
べ
て
い
る
。

詩
文
に
熱
中
し
て
い
た
頃
の
子
規
ら
は
、
山
水画

を
習
っ
て
い
た
。
そ
の画

- 12-



の
中
の
仙
境
に
遊
ん
で
詩
藻
を
養
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の様
な
景
色
の 

佳
い
と
こ
ろ
に
遊
び
に
行
こ
う
と
い
う
話
に
な
っ
て
「岩
屋
山
」
を
選
ん
だ
。 

ま
た
大
田
正
躬
談
に
ょ
る
と
、
@

山
西
明
神
村
の旧

庄
屋
の
息
子
で
あ
る
梅 

產

吉
が
需
し
ょ
う
と
申
し
出
た
事
も

I

因
で
あ
っ
た
。
修
吉
は
、
後
の
明 

治
十
六
年
三
月
、
子
規
ら
十
八
名
と
上
京
記
念写
真

を
撮
っ
て
い
る
。

〇第一次岩屋行
旧

土
佐1
、
明
治
十
四
年
、
十
五歳
 

正
岡
子
規

竹
村 

鍛
薯
梧
桐
の
兄)
(松
窓
、黄
塔)

大
田
正I

〔柴
州)

三並 

良菘

甚 

七
月
三
十
一
日発
、
久

11̂
5、

八
月
一
日帰
宅 

〇
第
二
次
久
万
-
岩
屋
媒
行

四国

新
道
、
明
治
二
十
三
年
、
二
十
四歳
 

正
岡
子
規 

藤
野 

潔
(古
白)

大
原

叢
 

恒
馨
)

八
月
十
八
日発
、
务

泊
、
十
九03̂

合
泊
、
二
十
日参
詣
、
务

泊
、 

二
十I

日帰
宅
。

病
身
で
あ
っ
た
子
規
が
、
二
度
ま
で
も
岩
屋
行
を
し
た
と
い
う
事
は
、

1+¢? 

の
『筆
ま
か
せ
』
に
も
あ
る
よ
う
に
、
も
と
も
と

¢11

的
憧
れ
が
あ
り
、画
に 

熱
心
で
、為'̂
も
賞
め
て
い
る

程
、.！#

,

で画
家
と
し
て
身
を
立
て
る
ほ
ど
の 才

能
が
あ
っ
た
か
ら
、
岩
屋
の
風
光
を
み
る
眼
も
違
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
に
、
子
規
に
と
っ
て
は
第

I

次
の
岩
屋
行
が
初
め
て
の
旅
で
、
文
人
的 

擊
に
奔
っ
た
頃
、#5；

間
と
「い
つ
も
此
の
よ
う
な
深
山
幽
谷
の
地
に
住
み 

た
い
も
の
だ
」
と
語
り
合
い
、
そ
れ
を
理
想
に
描
い
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
神 

1

な
岩
屋
の
印
象
は
心
に
鮮
か
で
目
に
麗
わ
し
く
、
東
都
に
在
っ
て
も
、
心 

象
風
景
と
し
て
心
の奥

深
く
と
ど
め
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
一
次81113

は
、茌
原
-久
谷
を経

て
三
坂
越

0 
土
佐
街
道(久
万
街
道. 

^
3

街
道
と
も
呼
ぶ)を
徒歩

で
、
久
万
の
橋
本
屋
に

I

泊
し
た
。
こ
の
宿
は 

1

大
野医

院
と
な
り
、
元
は
江戸

期
に
郡医

を
つ
と
め
た
岡
本
氏
の
自
邸
と 

い
う説

も
あ
る
が
確証
は
得
て
い
な
い
。
な
お
、
橋
本
屋
は
；

^4

に
移
り
主
の 

橋
本
屋
長4^

門
の
二
字
を
と
り
橋
長
旅
館
と
よ
ん
だ
。

二
度
目
の
登
山
は
、
襲
平
知
事
の
英断

に
よ
り
、
五
ケ
年
^
^
囊
で
着 

エ
し
た
予
土—
道
路
の
謹
—
、
す
な
わ
ち
立
花
ロ

.
森
松.
砥
部
'
ニ 

坂
崎.
久
万
を経
て
高
知
！

¢¢8

に
至
る
も
の
で
、
明
治
二
十
年
十
二
月
七
日
付 

の
「海
南I
I
に
、

「：
：
：
官
吏
等
は
車
に
て
往来

な
し
居
れ
り
、
ま
た
三 

坂
以
南
は
目
下
開8^
な
る
が…
…」
と
あ
り
、1
ら
は
こ
の新
道
を
迪
っ 

た。
新
道
は
『
务

謹
』
に
よ
る
と
、

「明
治
二
十
五
年
八
月
、
里横
断
 

道
路
！̂県
担
当
一̂
エ
し
、
勝
間
田
知
事
.桧

垣
郡
長.
1
者
多数

出
席
、 

三
坂
峠
で
完
工
式
行
わ
れ
る
」
と
記
し
て
い
る

(四
震
道
の
う
ち
！

>N-1横
断

層

。
な
お
、
二
度
目
の

81

^
の
と
き
竹
谷(現责

村
)
に
もI

泊
し
て
い
る
が
、 

中
原
の
宿
は̂
す̂
る
。
岩
！̂
は
、
子
規参

詣
後
の
明
治
三
十
一
年
、
大
火 

で、
仁
王
門
と虚

空蔵
だ
け
を残
し
、
惜
し
く
も
—

.
:
.̂
記録

類
を
悉

- 13-



く焼

失
し
た
。

藤
野
漸
は
、
明
治
四
年
八
月当

時
、
久
万
租税

課

^
 

藤野〒潔所で、

务

山
.
久
米騒

動
に
遭
遇
し
た
。
蹶 

起
し
た̂01？
は
三V一 —
に̂
達
し
、
ま
す
ま
す増

加
す
る
勢
い
を
み
せ
た
。
藤
野 

ら33！̂

員
と
、1

の
た
めI6
け
つ
け
た
大参

事
鈴
木
重
遠
(

の̂I
)、 

一̂
忠
明
、数

人
の
震
官
の説

諭
を
ふ
り
き
っ
て
、
遂
に強

訴
の
た
め
三
坂 

を下った。
この時、

の父
大
作

(士
族
、号I

雲
、
鶯
居
門
の
宗-
 

匠
も
つ
と
め
た) も
久
万会

所
勤
め
で
あ
っ
た
。

 
明
治
三
年 务
 
山
代
官
所
も 

廃

止
と
な
り
、
庄
屋
の
役
所
で
ぁ
る

务
山
翕
も
、
維
新
後
は
大区

の
虜
、 

取
締
の
受
(醫
察)の
屯
所
と
な
っ
た
か
ら
、
野
間
大
作
も
警
の
役
目
を 

も
っ
て
久
万
に
駐
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。

藤
野
漸
は
、
も
と
久
万
山
代
官
を
勤
め
、
岩
村
高
俊
が
地
方
長
官
に
赴
任
〔 

明
治
十
年)
す
る
と
、県
属
官
で
一
^
¢
¢3
れ
て&
職
を
こ
な
し
、
岩
村 

長
官
が
政
府
に
還
る
と
本
省
に
ひ
き抜

か
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
後
に
第 

五
士 I

銀
行
頭
取
と
な
り
、宝

集謡

曲
の
大
家
で
も
あ
っ
た
。

潔
は
、
藤
野
漸
の
子
で
、
子
規
の従
弟
で
あ
る
。
明
治
四
年
八
月
八
日
に
久 

万
で
生
ま
れ
た
。
通称

を
@

夫
、
久
万
山.久
米
騷
動
の
と
き
—

六
日
目 

で
あ
っ
た
。
俳号

は
古
白
。

長
じ
て1
田
に学
び
、
同
級
生
に

1101̂

月
.
後
藤
宙
外
が
お
り
、
古
白 

乐
ノ
し
狂
的
な
天
才
肌
で
ぁ
っ
た
と
ぃ
ぅ
。
子
規
は
「古
白
は
他
人
と
調
和
が 

で
き
ず
」
と
嘆
き
、
古
白
に
意
見
を
す
る
實
あ
っ
た
。
上
京
後
も
喧嘩
が
絶 

え
止
ま
な
か
っ
た
。

明
治
ニ
十
二
年
、
鐘
病
が
嵩
じ
て巣

鴨
病
院
に
入
院
し
た
が
、
同
二
十
三

年
、
子
規
の
第
二
次
岩
屋
山
旅
行
に
加
わ
り
、
久
盈
方
に
遊
ん
だ
。
幾
つ
か 

の
山
坂
を
こ
え
て
、

の
別
天
地
と
、絵

を
見
る
よ
う
な
岩
屋
の
景観

に
我 

を
忘
れ
て
、静

寂
の
世
界
に
浸
り
、
生気

を
得
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
二
十
四
年
の
秋
、

「秋
！
^
朽
木
の
露
に咲

き
に
け
り
」
の
句
で
、 

子
規
か
ら
、

「明
治̂?会

の
啓
明
と
目
す
べ
き
な
り
…
…」
と
、
^1113

れ 

る
程
、
新
蠢
を
ひ
ら
い
た
が
、
明
治
二
十
八
年
四
月
七
日
、
古
白
は
ピ
ス
ト 

ル
自
轉
子
規
は
そ
の
死
を
悼
ん
で
次
の
句
を
よ
ん
だ
。

春
や
昔
古
白
と
い
へ
る
男
あ
り 

我
死
な
で
汝
生
き
も
せ
で
秋
の
風 

春
風
の
わ
れ
ま
ぼ
ろ
し
に
近
き
身
ぞ 

な
お
、
古
白
の
異|

の
準
は
、
安
倍
能
成
の
竹
馬
の
友
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

茗
亡 

日產

芸
運
動̂
#
の
柳
宗悦

は
昭
和
三
十
年
に
岩
屋
寺 

を
訪
れ
た
。
砥
部
に
も
パー

ナー

ド

.
リー

チ
と
一
一
^
し
て 

8

を̂
6

し̂
て
い
る
。

「民
芸
」
と
い
う
言
葉
を
生
ん
だ
柳
は
、
昭
和
十

I

年
大
原
孫
三
郎
の
援
助 

を
得
て
、1
足
駒
場
に
日
本
民
芸
館
を
開
設
し
た
。
柳
は
、
日
本
室
の雑

器 

の
美
、実

用
品
の
中
の
美
、
下
^も
の
(普
^
い̂)
の
美
を発

見
し
、単

な 

覆
豪
に
終
ら
な
い
で
、
無
名
職
人
の
手
工
芸
、
手
仕
事
の国

日
本
の
、
調 

¥
研

究
に
震
を
注
い
で
、
民
芸
蓄
樹
立
し
た
囊
は
大
き
い
。
ブ
ル
ノ 

I
タ
ウ
ト
も
、
柳
のもの
を見
る
目
の
確
か3を
其
の
著
書
で
！

15̂

し
て
い 

る。
朝
鮮
芸
術
に
も
刮
目
し
て
朝
鮮
民
族
講
館
建
設
に
も働

い
た
。
ま
た
琉 

球
の
美
を
世
に̂
し̂
た
。

一
遍
上
人
に
心
惹
か
れ
て
は
、

|

遍研

究
に
う
ち
こ
み
、
書
作
中
の
最
大

柳宗悦
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@

と
い
う
『南
無
阿弥

陀仏
』
を
著
し
た
。

大
正
十
三
年
に
木喰
仏

と
の
出会

い
か
ら
、
そ
の
不
思
議
な
微
笑
み
に
誘
わ 

れ
、
木喰

上
人
の
日
本
廻国

修
業
地

(四国

調
査
は
大
正
十
四
年
)
を
^
す 

る
。
木喰

上
人
は
、
四
麗国
数

度
、剣

山

.
石
鍵
山
で
も
修
業
し
、
道
後
の 

湯
が
大
好
き
だ
っ
た
と
い
う
。
木
嗅
は
、
晩
年
に
四国

八
十
八
ヶ
所
の
；：
^
を 

刻
み
、
出
盡
の
甲
州
西
八
代
郡
丸
畑
に
四国

堂
を
建
立
し
て
い
る
。

終
^
!、学
！̂
は
私学

と
な
り
、
再
建
に
向
け
て
、
院
長
安
倍
能
成
の
苦 

労

は並

大
低
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
東
大

'吴

，
慶応
.
早稲
田
と並
ぶ 

有
力
な
卒
業̂
出̂
し
て
い
る学

習
院
も、
混
迷
し
た

¢
16、

斜
^
^
も
少55: 

く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
^
院
長
は0
8を頼

み
に
し
て
、
柳

宗悦

に
も
壽
拿
仰
い
だ
が断

わ
ら
れ
た
。

そ
の|#
柳̂
の
同
級
で
あ
る
長̂#
に̂
こ
ぼ
す
と
、

「そ
り
ゃ駄

目
だ
ょ
、 

昔
か
ら
花̂
、
柳
は
く
れ
な
い
と
云
—

ゃ
な
い
で
す
か
」
と
冗
談
を
と
ば 

し
た
。

「花
は%\
柳
は緑
」
を捩
っ
て
、

「柳
は
く
れ
な
い
」
と
鞋
く
言
っ 

た
が
、
安
倍
院
長
は
心
か
ら
笑
う気

に
は
な
れ
な
か
っ
た
と
思
う
。

し
か
し
、
安
倍
能
成
は
、
柳

一

一
視
の
死
—

し
ん
で
次
の
ょ
う
に
述
べ
て
い 

る。

「私
は
柳
君
と
は
育
ち
も
違
っ
て
お
り
、
そ
の
自
己
中
、

5
2

で
貴
族
的
だ 

と
考
え
て
い
た#
 ̂
(彼
の)
は
親
し
め
な
か
っ
た
。
他
人
の
こ
と
を
！

せ 

ず
、
自
分
の
趣#&:尚

志
向
を
大胆

に
主
張
し
て
惮
ら
な
い
君
が
、
自
然
か
ら 

生
ま
れ
出
た
や
う
な
民
俗
品
の
美
し

3
を
認
識
し
て
、価

の
高
い
靈
品
や
不 

当
な
^
を
つ
け
る
茶
器
に1
し
' そ
の
；
^
、
い
わ
ゆ
る
民
芸
品
の価

格 

を
高
め
る
に
至
っ
た
の
も、
君
の真

の
力
で
あ
る
と
思
ふ
。
…
…
中国
と
比
べ 

て
意1
な
精
刻
を
欠
き
，
日̂-<

と
比
べ
て
ほ繊

細
な
感覚

に
乏
し
い
^

人
自
身
に
も
今
ま
で
省
み
ら
れ
な
か
っ
た
朝
鮮
工
芸
の価

値
を
認
識

5
せ
る
力 

を
持
ち
、
そ
の
功
績
は̂#
な
も
の
が
あ
る
。…
…柳
君
の
よ
ぅ
に
我
が
ま
、 

で
自
分
に随

順
す
る
者
か
自
分
を
尊
敬
す
る
者
か
で
な
け
れ
ば
容
れ
ら
れ
ぬ
人 

と
っ
て
、
朝
鮮
の
工
芸
を
通
じ
て
朝
鮮
と
朝
鮮
人
と
を
愛
し
得
る
の
は
幸 

福
だ
っ
た
と
い
へ
る
か
も
知
れ
な
い
。

…
…日
本
の
地
@

な
民
芸
に
息
吹
き 

を与

へ
、
多
く
の
追随

者
を
得
て
、独

特
な
民
芸
ブー

ム
を
起
こ
し
た
」
と
。

柳
は
「こ
心
偈
」
を残
し
て
い
る
。
三
十
一
文
字
の
短
歌
、
十
七
宇
の
俳
句 

よ
り
更
に
煮
つ
め
た
十
字
前
後
の
詩
か
ら
、
東

8̂
な
心
を伝

え
た
い
と
柳
が 

自
ら！̂
け
た
!̂'を
、
ニ
つ
ば
か
り
の
せ
た
い
。

〇
藤
ノ
タ
ゥ
ホ、
エム
 

雪
ニ
モ
メ
ゲ
デ

人
生
に
は
時
と
し
て
深
い
雪
の
下
に
埋
れ
る
時
が
あ
る
。
深
い
雪
の 

下
か
ら
、
雪
の
衣
を払
っ
て

18

げ
ほ
、
え
み
か
け
る
薛
の蠆
。

〇
冬 

キ
ビシ 

春
ヲ
含
？
テ

冬
の
烈
し3
は
、
春
の
訪
れ
と
暖
か
な
季
節
の
到来

を
孕
ん
で
い
る
。 

冬
の厳

し3
に
堪
え
忍
び
、
春
へ
の
望
み
を
抱
こ
ぅ
。
こ
の真

理
を
悟 

れ
ば
、
寒5
の
中
に
も
ぬ
く
も
り
が
あ
る
。

柳
原—

の
母
方
の
お
ば(母
の
妹)満

喜
が
、
@

山
西
明
神 

村
庄
屋
梅
木
源
平
に
嫁
い
だ縁

か
ら
、
極
堂
は
中学

^
に
三
坂 

を
こ
え
て
梅裘

に
遊
び
に
行
き
、
三
上
是
庵
門
、斉

院黯

帥
の
久
万

2
0 

を
た
ず
ね
た
實
あ
っ
た
。

極
堂
は
、
明
治
十
六
年
に
上
示
、
^
&
に
叔
父
の
梅
木
源
平
よ
り
葉
書
を 

も
ら
っ
て
日
本
橋
の
旅
館
を
尋
ね
た
事
が
あ
っ
た
。
叔
父
が滞

在
し
て
い
る
理 

由
は
、
！

>N-1横
断

露
も
ほ
ぼ
完
成
に
近
づ
い
た
こ
ろ
、
工
費
不
足
の
た
め
、
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一

梅
木
源
平

レー
翻
衛

満

喜

長
男

—
正
衛 
礼
幌
農̂
^

ドー1
吉

四
男

7
強

医
師

棗
築
地
英学

校8
 

菅
生
望
屋
史
君
蠢
嗣

,
他
に
ニ
女
ぁ
り

響
と
、
郡
民
代
表
の
梅
木
，
篇.
二
宮
の
三
氏
が
政
府
に
—

す
る
目
的 

で
ぁ
っ
た
繫
ど
を
書
き残

し
、隠
れ
た郷
土
史
の
一
片
と
な
っ
て
い
る
。

他
に务

と
の
麗
は
、
久
棗
驛
村
出
身
で
後
に
三
菱
財
閥
の
理
事
長 

と
な
っ
た
船
田|雄
が
、
1
足
芙
生
で
ぁ
っ
た
頃
、

「
1
麻
通
信
」
を
海
南 

新
聞
主
筆
の
極
堂
の
も
と
に
送
っ
て学
費
を
か
せ
い
で
い
た
事、
岩
屋
寺
の
子 

規
の
句
碑|1
山̂
ゃ
四
十
五
番
は
岩
屋
寺
」
を
揮
毫、
昭
和
八
年
、
霜
夜
塚
0 ， 

建
直
し
と
墨
入
れ
を
機
に
句会
幫

夜会
」
が
ぅ
ま
れ、
納涼

句会

の
撰
者
〈 

池内

た
か
し.
I
助
^̂
. 1
:

0
1

,
,

議

#̂.
篠
崎
可 

士发
.
矢
誓
女
.
柳
原
極
堂)
に
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
。
ま
た
野
間叟
柳
ら 

と
結
成
し
た
松
風会
当
時、̂
;
に
出
向
い
て
^
'
の30#

を
し
て
い
た
と
も 

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
五
十
五
年
十
一
月
二
十
三
日、
古
岩
屋
に
碧
梧
桐
の

が
建
立
さ
れ
た
。

一
軒
家
も
過
ぎ
落
葉
す
る
風
の
ま、
に
行
く 

こ
の
句
に
つ
い
て、
平
成
七
年
十
一
月
の̂

「季
の
う
た
」
に
、
村 

―

氏
が
次
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
。

「子
規
の
ニ
大
弟
子
で虚
子
と併
称
5

碧
篇

れ
た
が
、
の
ち
に
は
俳
句
の
名
^
?
て
短
詩
と
よ
ん
だ
。
そ
し
て
季
題
の

！
 ̂

も
不
合
理
と
超
越
し
て
し
^
。̂
そ
の
こ
ろ
の
作
で
〈
落
葉
〉
を
季
語
と
し
て 

镜

っ
て
い
な
い
。
季
|

を
無
視
す
る
態
度
で
は
な
く
、

^

り
の
風
の
中 

を
あ
る
い
て
行
く
作
者
を
#
も
3
せ
る
。|

軒
家
を
過
ぎ
れ
ば
、
人
里
か
ら
離 

れ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
野
道
を

|

人
ゆ
く
わ
び
し3
は
、
彼
の
人
生
で
も
あ
っ 

た
」
。

%
寥
感
が
漂
う
此
の
句
は
、
碧
が
大
正
十
三

¥

一
月、
松
山
に帰

省
し
て 

い
た
と舎

岩
屋
、
岩
屋
寺
を
探
勝
し
た
と
き
の
作
で
あ
る
。
久
万
高
原
の
晩 

秋
の
風
は
冷
た
い
。
そ
の
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
碧
が
遍
路
道
を歩

い
て
い
た 

と
き
、
古
岩
屋
の
八
丁
坂
と
い
う
少
し
ば
か
り
の
難
所
に

5
し
か
か
る
手
前
に
、 

ポ
ッ
ン
とー

軒
家
が
あ
っ
た
。
そ
の
お
り
の
作
句
を
下
畑
野
川
河
合
と
い
う
集 

落
に
打—
ど
っ
た
碧
梧
桐
は' 村
長
の
求
め
で
、
し
た
た
め残
し
た
。
碧
は 

同
じ
集
落
の
別
人
の
請
い
で
「双

六
の
下
の
用
あ
る
芋
紙
」
も
書
い
た
。
な
お
、 

0
？

は
中学

生
の参

考
書
に
も
の
せ
ら
れ
た
。

『I
集
』
に
、

「…
…
君
は
大
正
八
年
に
宮内

省
を 

や
め
て
後
は
、
終
生
宮
仕
せ
ず
、
一
時

0
8

新
聞
の
俳 

壇
を担
当

し
た
が
、
そ
の
後
は専

ら
大
正
四
年

:̂
の雑

誌
「渋
柿
」
を
通
じ 

て
、
俳
諧
の

1¢#

と
し
て
は
偏
に
俳
諧
に
生
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
君
が
終
始 

蠢
し
て
い
た
の
は
、
故
人
で
は
芭
蕉
、
八
又
で
は
漱
石
、
寅
彦
等
田
)
に

つ
て
居
た
よ
う
で
あ
る
。
..
君
は
私
と
同
県

の
累
島
生
れ
で
あ
っ
た

が
、
日
本
人
も
伊
！
^
も
今
な
お#
@
し
崇
一
^
て
居
る
正
岡
子
規
に
も
殆
ん 

ど
目
も
く
れ
な
か
っ
た
。
高
浜虚

子
と
も
！！

^
新
聞
#
壇担
当

の
頃
は
親
し
か 

つ
た
よ
う
だ
が
、
間
も
な
く
絶
交
の
姿
に
な
っ
て
居
た
」
。

松
根
東
洋
城
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こ
の
あ
た
り
の
事
情
を
『子
規
と
周辺

の
人々

』
は
、

「…
…
明
治
四
十
年 

に
な
る
と.、
東
洋
城
は写

生

I

本
の
世
論
に
あ
き
た
ら
ず
「子
規
か
ら
芭
蕉
」 

へ
の
還
元
を説
く
よ
う
に
な
っ
た
。
折
り
ふ
し
「国

民
俳
壇
」
の
選
を
し
て
い 

た虚

子
は
、̂

に専

念
す
る
た
め
東#:
に̂
選
者
を譲

っ
た
。
…
…
た
ま
た 

类

正
五
年
、̂
'
に
復
活
し
た虚
子
は
東
！
^
に
無断
で08

俳
壇
の
選
を 

取
り
も
ど
し
た
。
そ
こ
に
は
^
な
事
情
も

あ
っ
た
と思
わ
れ
るが
、

!̂
ニ 

人
の
間
は
證
と72：
り
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
と
も
わ
か
れ
て
、
東
洋
城
は
芭
蕉
を
宗 

と
す
る
俳
諧
の
道
を
探
究
す
る
こ
と
に専

念
し
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

東
洋
城
と虚

子
、
ま
た
1
3
^
の双

璧
と称
さ
れ
、
安
倍
能
成
か
ら

01 

雄並
び
立
た
ず
」
と
評
?
れ
た虚
子
と

8
覆
桐
は
互
い
に対

立
し
、
抉
を
分
つ 

よ
う
に
な
る
。虚

と
碧
の対

立
が
頂
点
に
達
し
た
頃
で
あ
ろ
う
か
、
野
上
豊ー
 

郎
の
前
で
、虚

子
が
、
#
^
に
向
か
っ
て
、

「話
は
#
011
の
方
が
う
ま
い
け 

れ
ど
も
、そ
の
他
の
点
に
お
い
て
は
お
前
に
負
け
る
も
の
は

一
つ
も
な
い
」と
、 

か
な
り
激
し
い

一

|ー|暴
を
吐
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
東
洋
城
.
山
！̂
.
巌

谷
小
波
の
句
碑
が
^
村
御
三戸
に
建 

立
さ
れ
、
今
年
三
月
二
十
八
日
1

し
た
。
東̂

の̂
句
は
、

頻
る
雪
崖
も
御
三戸
も
な
か
り
け
り 

安
倍
—
成 

〇

伝̂

に
は
、
父
君
の
義
任̂̂
治
ニ
年(
一
八
六
五) 

七
月
か
ら
、
三
年
間
久
万
で
町医

を
し
、
明
神
の
船
田
庄 

屋
へ
も4
し̂
て
い
た
が
、
い
つ
久
万
を
去
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
と
あ
る
。

事
蔑
か
ら
文
契
臣(講
演
、
揮
毫
な
ど)ま
で
の
、
安
倍
能
成
と
久 

万
と
の
交
流
も
少
な
く
は
な
い
。
そ
の

I

例
と
し
て
、
^
三
年
の
修学
旅
行

1
足
か)
で
、
岩
屋
寺
に参
拝
し
た
。
そ
の
思
い
出
の
記
に
、

「八
十
八
ケ

所
の
一
つ
の
、
久
万
町
の
近
く
に
あ
る
岩
屋
寺
に参
っ
た
時
、
ど
-

て̂
こ
ん
な 

岩
ば
か
り
の
所
に
、
こ
ん
^

;:一
派
な
お
寺
が
建
て
ら
れ
て
い
る
の
か
と
不
思
議 

に
思
っ
た
」
と
あ
る
。

こ
れ
ら
を
含
め
て
、
『久
万
往
還
人
物
記
』

@
で8

能
成
、
@
で
は
柳
原 

極
堂
を
し
て
い
る
の
で
本
誌
で
は
省
き
た
い
。

前
述
の
ょ
う
に
、
安
倍
能
成
と
子
規
と
の
交
わ
り
は
年
令
の
大
差
も
あ
っ
て 

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
父
義
任
が
松
山
の
町医

者当

時
、
十
三
、
四
才
頃
の 

子
規
は
コ
レ
ラ
に
罹
り
、
治
し
て
も
ら
っ
た
の
で礼
状

を
送
っ
た
。
能
成
は
「 

大
腸カ
タ
ル
くら
ゐ
だ
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
」
と
謙
遜気

味
に
語
っ
て
い
る
。 

そ
の
書
簡
に
は
、

「明
治
十
三
年
の
春
を
迎
え
、
余
屢
す
る
所
あ
り
て
謹
で 

愚
簡
を
草
し
て
安
倍—
に
呈
す…
…」
と
、
前
年
に
う
け
た
治
療
の
御

；
 ̂

の
手
紙
で
、
中学

に
入
っ
た
は
か
り
の
少
年
が
、

「国
手
」
と
は
驚
か

3
れ
る
。

漢
詩
の
素
養
も3る
事
な
が
ら
、
明
治
十
三
年
松
山
に
入学
、
秋
の
大 

藝
の
優
秀
者
に
選
ば
れ
て
、頼

盧
選
『謝
選
拾
遣
』
を
賞
と
し
て
受
け
る 

が
、
難
解
な
の
で
友
と
河
東
1渓

の
門
を
叩
い
た
。
西
5
^

の
梅东
ノ
實 

こ
れ
に
加
わ
る
。
こ
の
意
欲
と
、
各
分
野
へ
の
探
究
と
そ
れ
に
旺
盛
な 

探
索
心
が
、
語-句
ゃ
、
詩澡
、
表
現
力
を
豊
か
に
し
、
天
分
の
才
能
が
加
ゎ 

っ
て
子̂

<学

の
下
地
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(平
成
八
年
三
月
例会

講
演
)
(会
員)
(上
浮
穴
郡
久
万
町
宮
-

 ̂：！
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子規と

 

盲 

天外

今

村

威

明
治
四
十(
一
九
〇
七)&

+-1
月
二
十
三
日
、
松
山
市
二
番
町
(現
在
の 

の
あ
た
り
)
に
設
立
さ
れ
た
私
立
愛
媛
盲
啞学

校
の
開
校
式
が
行
わ 

れ
た。一 !吴

外
糧
太
郎(
一
八
六
四
〜
一
九
三
四
)
が
、
永
擎
の
設
立
に 

奔
走
し
、
こ
の
年
の
一
月
に
は
、
盲
啞学
校
設
立発

起
人

4

詳
議
員
と
な
っ
て 

努
力
し
た
の
が実

を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。

そ
の様

子
は
、
十

I

月
十
六
日
付
の
「海
南
—
」
に
「涙

の
開
校
式
」
と 

い
ぅ
見
出
し
で
詳
し
く
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
記
事
は
、
開
校
式
が涙

に
終
始
し 

た
こ
とを
述
べ
た後
、

「
一
度
は涙
が
乾
い
て
居
た
の
だ
が
、
茶
菓
の

赛
応

が
：̂
っ
て
、
彼
の
盲
天 

外
森
恒
太
郎
氏
が為

せ
し
テー

ブ
ル
ス
ピ

—
チ
は
、
再
び会

衆
を
し
て
流
涕
を 

禁
じ
得
ざ
ら
し
め
た
。
氏
は
先
ず 

私
は
^

一̂
寸̂

^が
申
し
上
げ
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
式
を
見
る
に
及 

び
、
嬉
し
さ
の余
り
感
極
ま
っ
て
言
葉
が
出
な
ん
だ
の
で
す
。
今

こ
こ
にお 

茶
を
頂
い
て
、
漸
く
心臓

の
鼓
動
が鎮

ま
り
か
け
た
か
ら
、
聊
か
我々

^
 

乾
に対

す
る
諸
君
の
御
同
情
を
謝
し
、併
せ
て
更
に
進
ん
で
、
博
愛
に
富
ま 

る
る9&1¢

に
訴
へ
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

と
の
前
提
を
置
き
、
！一
暴

^
に
し
て
勉学
励

精
の
：
^
、数

ケ国

の
語
に
通
じ
、 然

も
;̂
の
大
哲1

と
言
わ
る
る
に
至
り
し

米
！！！！

一
人
へ
レ
ン
ケ
ラー

の
事 

よ
り説

き
起
こ
し
、

我々
一̂
者
は
、
し
ば
し
ば3

の
想
像
し
能
は
さ
る̂8

を
感
ず
る
上
に
、 

そ
の
不
便
不
自
由
以
外
、
社会

よ
り
あ
る
制
限
を
附
せ
ら
る
る
こ
と
は
、実
 

に
心
外
千
万
で
あ
る
。
そ
の
制
限
と
は
、
我々

の
眼
が
見
え
ぬ
と
か
、
耳
が

な
い
し 

‘

聞
こ
え
ぬ
と
か
、
乃
至
は
物
が
言
へ
ぬ
と
か
い
ふ、
そ
の
不
具
の
点
な
る
以 

外
に
、
絶対

に
無
劈
者
視
せ
ら
れ
、
社会

よ
り圧

迫
さ
る
る
、
こ
の
一
事 

な
の
で
あ
る
。

と
て
そ
の
を挙
げ、

私
が
十
年
：̂
、
4|
村̂
の
：̂
に
選挙

せ
ら
れ
、
規
定
に
よ
つ
て
摩
へ 

認
可
申
請
を
し
た
と
き
に
、

¢11：： !

は
、
字
も読

め
ぬ
も
の
を
：&に̂し
た
と 

て
、
そ
れ
こ
そ真

に
盲
判
を
接
す
だ
け
の
事
で
、
決
し
て
そ
の
職
務
を
執
行 

す
る
こ
と
は
出来

ぬ
か
ら
と
の
理
由
で
、
こ
れ
に
不
認
可
を与

へ
た
。
私
は 

何
も
：̂
に
な
り
た
い
こ
と
は
な
い
が
、
1

盲
人
の
た
め
、
こ
れ
は
是
非 

と
も争

は
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
で
あ
る
と
思
ひ
、
藤
野
政
高
氏
等
に
も頼

み
、 

私
も
^
に̂
出
頭
し
て
極
力争

ふ
た
結
果
、
ヤ
ッ
卜
そ
の
認
可
を
得
た
の
で 

す
。
こ
の
霞
野
政
高
氏
等
の
助
力
と
、
私
の
熱
心
な
る
墨
と
が
な
か
つ
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た
な
ら
ば
、1

盲
人
は
、実
に
^
不
能
力
者
と
し
て当

然
享
受
す
べ
き 

人権

を3
へ
奪
は
れ、
帝国

臣
民
と
し
て
の
責
任
を
も尽
す
こ
と
が
出来

な 

か
つ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。

と
叫
ん
だ
と
き
は
、

娘
！

：

に満

場
の
！

2
¢

を
惹
い
た
で
あ
ろ
う
。
余
は
モ
—
顔 

を
上
げ
て
、満
場
を
—一 !！

す
る
の
勇気

は
な
か
つ
た
。
後
で
聞
け
ば
、
^
^
甲 

|

郎
氏
の
如
き
は
、̂

^
た
る
も
の
が
あ
つ
た
と
い
ふ
こ
と
だ
。」

と
記
し
て
い
る
。
(原
文
の仮
名
遣
い
は
そ
の
ま
ま
と
し、
漠
字
は
常
用
漢
字
に
改
め、 

句読
点
を
補
っ
た。
)

こ
の
演説

か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
彼
が
、
失
明
前
に
改 

賽
を
起
こ
し
て県
会

議
員
と
な
っ
て
！

し
た
の
も
、
失

^
、̂
余土

：！？：6

 

長
と
な
っ
て
爵を
日
本
一
の1
村
に
育
て
あ
げ
、
さ
ら
に
、
愛
媛
盲
啞学
 

校
の
設
立
に
努
め
た
の
も
、
自
由
民権

思
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
盲
天 

外は、
こ
の
後
間
も
な
く
を辞
し
た
が、
その後もこの思想を 

貫
い
て
、？1，仅
に
公
民1

と
も
い
う
べ
き另

心
園
」
を
創
設
し
て
社

4義 

化
に
努
め' さ
ら
に道
後
町
長
と
な
っ
て
財
政
の
建
て
直
し
に当

た
っ
た
。

森
恒
太
郎
が
、
彼
の
生
涯
を
貫
く
自
由
民権

思
想
に
貝
見
め
た
の
は
、
彼
が 

十
三歳

の
明
^
^
〔

 I

八
七
六)
年
、
—

—
則
中学
¥
学

校
(明
治
十 

一
年
證県

松
山̂#
校
と
な
る)
に
入学
し
、
校
長
葡
時
福
の教

育
を
受 

け
た
た
め
で
あ
る
。
草
間
は
、
慶応
1

の
^
^あ
っ
た
が
、
愛
媛
^
令 

岩
村
高
俊
お
よ
び
宇
和
島
出
身
で当

時
「蜜
足
曙
！
」

「朝
野
^
」̂
の
主 

筆
で
あ
っ
た
自
由
民権5
広̂
^
の̂
す
す
め
に
よ
り
、
明
治
八

(1

八
七
五) 

年
、
二
士
一歳

で
豊
松
山
英
1

〔北
^
^
の
前
身
)
所
長
と
な
つ
た
人 

物
で
あ
る
。
彼
は
、
自
由
民

8̂5

想
を
も
っ
て教

育
に当

た
り
、
月
に
ニ
、
三

回
は
明教

讓
堂
で
演説
会

や
討
論会

を
開
催
し
た
。
明
治
十
ニ
肇
間
が
東 

京
に帰

る
と
、
彼
を
慕
っ
て
退学

し
て
上

一 !
^

る
者
が
相
次
ぎ
、
草
間
の
居
た 

明
治
十
二
年
七
月
に
は
ニ

I

三
名
い
た̂
!が
、
翌
年
七
月
に
は

一
I

四
名
に 

ま
で
に
半
減(「子
^1¢

だ
よ
り
」
十
五
卷
四号

八
べ
—
'シ)
し
た
と
い
ぅ
。 

恒
太
郎
も
そ
ぅ
し
た
退
—

のI

人
で
、
明
治
十
四(一
八
八I

〕年十八歳 

で
上
京
し
、
小
石
川
の
中
村
—

の
—

同
人
社
本
科
に
入学

し
て
い
る
。

一
方、
正
岡
子
規
も
、
明
治
十
三
年
自
由
民権

思
想
に
あ
こ
が
れ
て
松
山
中 

学
に
入学
す
る
。
松
山
中学

三
級
生
の
明
治
十
五
年
九
月
、
子
規
ら
松
山
中学
 

塞
多数

が
、̂

を抜
け
出
し
て
臨1会
-
聴̂

し
た
が
、
子
規
は
こ
の 

後
、
演説

に
興
味
を
持
ち
、
政
治
へ
の関

心
を
高
め
て
い
っ
た
。
こ
の
年
の
十 

二
月
に
は
、
柳
原
正
之
猛
雲
ら
と独

立
社
を
結
成
し
、
「自
由
民権

—
」 

の発

行
を
企画
し
た
が
、
結
局
こ
れ
は
中
止
と
な
っ
た
。
こ
の
月
北霄

年
演 

説
会
で
、

「自
唐ク
ニ
力ア
ル
」
と
題
し
て
演説
し
て
い
る
。
こ
の
頃
子
規 

は
、
夜
、
城
山
や
寺
で
演説

の
^0

を
し
、
松
山
中学

の教

師
か
ら
注
意
を
受 

け
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
草
間
時
福
が
去
っ
た
後
の

^3
$

は
、
革¢2

な
自
由 

民権

思
想
に
よ
る
警
を
押
さ
え
つ
け
る気

風
が強

く
な

6、
明
治
十
三
年
、 

隻
-13
が
保
嘉
な関

新
平
に
替
っ
て
か
ら
は
、
い
っ
そ
ぅ
排
斥

3
れ
る
よ
ぅ
に 

な
っ
た
。
明
治
十
六
年

|

月
十
四
日
、
^
^
館
に
お
け
る
北
書
年
演説
会

で 

子
規
は
、
另
将

ニ黒

塊
(国
会
)
ヲ
現
サ
ン
ト
ス
」
と
題
し
て
演説

し
、教
 

師
に
4̂！1を
命
じ
ら
れ
て
注
意
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

1̂

は
い
よ
い
よ 

1
墨学

の
希
望
を強

め
、
そ
の
年
の
五
月
、

「松
山
中学

只虚

名
」
に
始
ま 

る
七||1

暴
詩
を
作
っ
て
松

山
^
#

？ 9学

を
決
意
す
る
。
そ
し
て
六
月
、
叔
父
加

一 19 一



^ —

藤
拓
川
の±
1

可̂
の|

を̂
得
て
、
直
ち
に
退学

し
て
^
系
し
た。
こ
の
よ 

う
に
自
康権

思
想
を
根
底
に
持
っ
て
、
そ
の
後
の
生
涯
を
生
き
て
ゆ
く
の
で 

あ
る
。

森
恒
太
郎
は
、
明
治
十
九
(
一
八
八
六)
嘉
省
し
、
九
月羣

川
の
氾
濫 

の対

策
の
た
め
、
村
代
表
と
75：
っ
て1
し
た
の
を
手
初
め
に
、
政
界
に
入
っ 

て
ゆ
く
。
以
後
、
南
予鉄

道
(郡
中
線)
創
立発

起
人
、
改
^
^
を
起
こ
し
て 

，

遊説
、2
新
3

翌、伊
立発

雙
、
温泉郡選
出
 

憂
疆
員
、
松3！ 2|8株式八吞
豐
発

-̂:̂と
い
う
よ
う
に
政
治
に
熱
中
し

て
い
っ
た
。

そ
の
^
の
間
に
、
恒
太
郎
は
、
俳
諧
の
1

を
志
し
て
、
明
治
二
十
四
年 

八
月
十
日
、
俳
誌
「は
せ
を
影
」
を発
刊
し
始
め
る
。
彼
は
す
で
に
、
明
治
十 

九
年
、
一
日
庵
土
岐
古
の
だ
入
り
、
孤
鶴
と号
し
て
い
た
。
第
一号

の巻

頭 

「は
せ
を
影発

刊
の
趣
意
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
(文
中
括
弧 

の
注
は
筆
者
に
よ
る。
ま
た
句読
点
も
な
る
ベ
く今
日
の
も
の
に
近
づ
け
て
改
め
た。
)

僅
か
に
十
七
字
を
も
て
齡
く
蓄
の真

美
壽
を

^
^ひ
と
ま
と
め
に) 

し
、
詩学

上
い
と
も
尊
信
す
べ
1
局
大
な
る気

格
、霊

妙
な
る観
念
を
以
て 

風
姿
と
余
情
の!：々
ゃI：ゆ
っ
た
り)
た
る
も
の
あ
る
は
俳
諧
に
こ
そ
侍
れ
。 

故
に
俳
諧
は
文学

の
幽
玄
な
り
と
の説

あ
る
、
盡
し
此
を
も
て
言
ふ
な
る
ベ

し
。

の3
^：

に
行
は
る
る
こ
と
、
久
し
く
か
つ
^3

。

然
れ
ど
も
近
ご
ろ 

風
格
の8̂

に
流
る
る
も
の
あ
り
て
、
と
も
す
れ
ば
文

^
に
陳41

ら
れ
ん 

と
す
。
是
れ
俳
諧
の
8

な̂
る
に
あ
ら
ず
、
俳
諧
を
な
す
も
の
の
卑
野
な
る 

が
た
め
、
俳
諧
を
谏
ぜ
ら
る
る
は
嘆
か
は
し
き
こ
と
に
こ
そ
あ
る
。

此
に
お
い
て|@
の̂
士
と
共
に
こ
の̂
；を
除
き
去
り
、
純
良
に
俳
道
の 

研

磨
を
積
み
、
幽
玄
な
る

^15

の
光
輝
を発

揚
せ
し
め
ん
と
欲
す
。
而
し
て 

我
が
は
せ
を
影
が
慕
ふ
所
の
も
の
は
正
風
に
外
な
ら
ず
。
正
風
は
^
！
中
興 

の
開
祖
た
る
芭
蕉
翁
桃青

の
遑
遣
に
し
て
、
今
日
文学

の

#

に̂
が当

(合 

一 8〇

す
る
も
の
と
こ
そ
言
ふ
べ
か
れ
。
ょ
っ
て
此
道
に
背
く
も
の
は
我
が
文 

学

の
敵
、
此
道
に
同
ず
る
も
の
は
我
が

^
の
好I
な
り
。
は
せ
を
影
は 

此
道
の拡

張
を—
好
1

か
多
か
ら
ん
こ
と
を
期
す
る
と
同
時
に
、
我
が 

文学

の
敵
に
於
て
は̂!81

^

しI

も仮

す
あ
る
な
く
、
常
に
色
蕉
翁
の
風 

格
を
慕
ひ
、
翁
の
正
風
を
し
て
こ
の
は
せ
を
影
に
幻
影
せ
し
め
ん
こ
と
を
勉 

む
る
の
み
。
さ
れ
ば
に
や
、
題
名
を
は
せ
を
影
と
は称
し
た
り
。

(以
下
略) 

明
治
三
十
年
の
「ほ
と
と
ぎ
す
」
創
刊
に
先
立
つ
こ
と
六
年
、
そ
の
先
見
性 

1

か
3
れ
る
が
、
そ
の̂
は
、

「色
蕉
に帰

れ
」
に
1
8̂
3
れ
る
も
の
で 

あ
ろ
ぅ
。
し
か
し
第
二号

の巻

頭
言
「机
び
風
交
を
求
む
べ
し
」
(明
治
二
十 

四
年
九
月
五
日)
で
は、
恒
太
郎
の
も
つ
自
由
の気

風
-
^
治
性
が
ゥ
か
が
わ 

れ
て
興
味
深
い
。
ま
ず
彼
は
世
@

視
野
か
ら
文学

を
論
じ
て
ゆ
く
。

国

に
東
西
の区

別
あ
れ
ど
、
文学

の
思
想
に区

別
あ
る
ま
じ
。
^
、̂
支 

那
、
日
本
と
、
各国

文学

の
雜
を
異
に
す
る
が
如
く
見
ゆ
る
も
、
是
れ
は 

文
詞
調
格
の
差
異
あ
れ
ば
の
こ
と
な
る
べ
し
。

I

の
^
を̂
穿
ち
、
人
情 

の真

美
を写3
む
こ
と
は
ま5
に
そ
の辙
を
|に
す
べ
く
、
決
し
て
洋
の
東 

西
を
も
て
軒
粳
(上
T
1
)
あ
る
べ
か
ら
ず
。3れ
ば
に
や̂

%̂
文 

学

界
に
於
て
も
、
遠
か
ら
ず
し
て

<1¢

界
の
文学

は
相

I 
¥

る
に
至
る
ベ 

し
と
論
ず
る
聖(ゲー
テ
の
こ
と
か)あ
る
に
至
り
た
り
と
聞
き
ぬ
。

「自
然
の
微
妙
を
穿
ち
、
人
情
の真

美
を写
3
む
」
に
は
、
後
の
子
規
の
「写

一  20-



生
論
」
に
通
う
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。続

け
て
彼
は
、

さ
る
か
ら
に
文学

の
一
部
な
る
詩
歌
に
至
り
て
は
勿
論
の
こ
と
、
ポ
エ
ジ 

丨

も、
唐
詩
も
、
和
歌
も
俳
諧
も
、
そ
の
調
格
に
於
い
て

^I；

な
る
あ
れ
ど
、 

詩
情
に
於
い
て
は
毫
も
こ
と
な
ふ
所
あ
る
べ
か
ら
ず
。
お
の
お
の
自
然
の
妙
、 

人
情
の
美
を発

揚
せ
ん
こ
と
を勗

む
る
を
も
て
本体

と
は
な
せ
ば
な
り
。
唐 

詩
、
和
歌
、
俳
諧
の
如
く
、
別
に

I

格
式
を
立
つ
る
も
の
に
於
い
て
さ
へ
詩 

情
はI

な
り
。
況
ん
や
同
じ
俳
諧
た
る
に
於
い
て
を
や
。

と
述
べ
て
、
こ
の
考
え
に
基
づ
い
て県

下
の
現状

を
次
の
よ
う
に

^
す̂
る
。 

我
が県

下
の
現
況
を
見
渡
す
に
、
地
方
割拠

—

の
俳
人
多
し
。
各
郡
村 

十
—

の
俳
友
はI

坐
35
を
設
け
、
或
い
は
月&会

を
催
し
、
中
に
は̂'1 

様

の
も
の
を発

刊
す
る
さ
へ数

知
れ
ぬ

1

な
り
。
而
し
て̂#
はI

も
汎 

く
風
交
を
求
む
る
こ
と
を為

さ
ず
、専

ら
封
建
的
の
臭
味
を帯
び
た
り
。
彼 

等
は
汎
く
風
雅
を闘

は
す
こ
と
を
以
て楽

し
と
せ
ず
、郷
党

^
^
の
も
の
を 

1
僅
か
に
点
取
り
の
競
走
を
な
せ
り
。
彼
等
は
是
れ
を
以
て楽

し
み
と
し
、 

小数

の̂

点
取
り
の
競争

を
な
し
て
、
己
れ
天
狗
た
ら
ん
こ
と
を
欲
す
。 

此
に
於
い
て
益-

建̂
的
の
割拠
！̂を脱

絆
す
る
こ
と
を
得
ず
。

そ
し
て
、

「此
を
以
て
予
は
熱
心
に
^

し
ま
ん
と
欲
す
る
も
の
は
、
汎 

く
風
交
を
求
め
ん
こ
と
を
^
す̂
。
」
と
、県

下
の
^
^
愛
好
者
の
大
同団

結
を 

呼
び
掛
け
て
い
る
。

恒
太
郎
は
、
こ
の
論
で
「唐
詩
も
俳
諧
も
詩
情
は
一
な
り
。」
と
述
べ
て
い
る 

の
を実
証
す
る
か
の
よ
う
に
、

「は
せ
を
影
」
の
第
二号

と
第
七号
(明
治
ニ 

十
五
年
三县
に
、

「唐
雲
詠
」
と
題
し
て転

和
吟
を
試
み
て
い
る
。参

考 

に
そ
の
一
部
を
引
用
し
て
み
る
と
、
(最
初
の
み
第
二号)

挙
頭
望山月
 

低頭
思故郷
 

月
し
ろ
や
峰
の
さ
を
し
か
な
ぜ
な
か
ぬ 

白髮
三千
丈
 

縁

愁
似
個
長 

は
な
守
や
か
ぜ
又
あ
め
に
身
の労
れ 

空
山
不
見
人 

但
聞
人
語
響 

道
つ
れ
の
行
く
さ
き
問
は
ん
呼
子
鳥 

独

坐
幽
篁
裡 

弾

琴
復
長
嘯 

絶
え
絶
え
な
琴
の
音
ゆ
か
し
春
の
雨 

春眠不覚暁
 

処々

聞啼鳥 

や
か
ま
し
ぅ
啼
く
や
雀
も
は
る
の
鳥 

こ
の
「は
せ
を
影
」
第
二号

に
は
、
正
岡
子
規
が
紀
行
文
「山
路
の
秋
」
を 

「在
帝国

大学

子
規
子
」
と
し
て
寄
稿
し
て
い
る
。
後
の
優
れ
た
紀
行
文
の 

先駆

を
な
す
も
の
で
あ
り
、
恒
太
郎
と
子
規
の
交
友
の
程
が

傯
ば
れ
る
の
で
、 

#̂

介̂
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

 

0
^5

は
—

の
注)

そ
よ
と
ふ
く
秋
風
に
驚
か
さ
れ
て
ニ
旬

(二
十
日
余
り
)
の
閉
居
に
足
の 

豆
消
え
し
こ
とあ
さ
ま
し
く
覚

え仏

は
西
へ帰
り
玉
ひ

し

つ

〜
の
日 

東
の
方
河
の内

の
山奥

へ
と
志
し
ぬ
家
を
い
づ
る
と
き 

山
こ
え
て
い
さ
見
に
ゆ
か
ん
あ
き
の
秋 

途
^
中̂
村
に
て
老
松(も
と
小
野̂
#
校
の
校
庭
に
あ
っ
た与

力
松
の 

こ
と
)
の
下
に
い
こ
ふ

順礼

の
ゆ
め
を
ひ
や
す
や
松
の
つ
ゆ 

川
上
^
奥̂

は
山
水
の
景
色
は
や
尋
常
な
ら

す
と
あ
る

^
一
の
下
に
て 

追
ひ
つ
め
た
鵲鴿

見
え
ず渓

の
景



河
の内

の
近
藤
氏
に

I

夜
の
宿
り
を
た
の
む
。
山
深
け
れ
ば

3
す
が
に
秋 

既

に
多
し
「夜
も
す
が
ら
秋
風
き
く
や
う
ら
の
山
」
と
い
ふ曽

良
の
名
吟 

も
折
か
ら
思
ひ
出3れ
て
猶
ほ
哀
れ
に
情
ふ
か
1
り 

翌
^3
路
あ
や
し
く
た
ど
り
つ
く
案
円
の
-
^
に
ひ
か
れ
て
路
と
も
な 

く
叢
と
も
な
く
わ
け
行
く
に
、
栽
、
女
^
の
思
は
す
ふ
み
し
か
れ
て
あ
と 

ょ
り
う
ら
め
し
げ
に
起
き
直
り
た
る
を
か
し 

行
き
く
て
つ
ま
る処

を̂#
瀧
、
其
隣
の
谷
間
を
白
敗
の
瀧
と
い
ふ 

^
瓜
だ
る
一:高
く
突
き
出
さ巌

は
天
を
衝
き
て
銀
河
脚
下
に豐

傲
^
か 

る
笑
地
の気

が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
)
白
雲
は
衣
の
袖
ょ
り
起
り
て
%
 ̂

に隠

現
す4*1

の
瓢
を3
1げ
て
い
ざ
ま
ゐ
れ
と
い
ふ
三
杯
の
村 

酒
に
眼
ち
ら
つ
き
て

|̂~3||616瀧

の
音
に
動
き
出
し
見
ぬ
世
の
謫
@

ば
ら 

く
我
身
を
か
る
尊
と
3
ょ

瀧
湧
く
や
秋
の
は
ら
わ
た
ち
き
れ
け
ん 

見
る
が内
に
瀧
の
け
し
き
す
ざ
ま
し
く
肌
を
う
つ
の
冷気

腹
の
底
ま
で
こ 

た
へ
て！
離̂
と
ら
ぬ
身
の
留
ら
ん
こ
と覚

束
な
く

 I

里
の嶮
坂
を
飛
'ふ
が
如 

く
に
い
そ
ぎ
下
り
ぬ
顧
れ
は
山
も
さ
け
な
ん
音
ば
か
り
は
聞
え
て
瀧
の
水 

そ
こ
と
も
知
ら
す1
す
限
り
雲
又
雲
鳥
も
通
ふ
み
ち
も
な
し

(表
記
は
講
談
麄

「5
集
」
旱
三
卷
小
證
行
四
七
〇
ベ
—
ジ
に 

従
っ
た
。

「銀
河
脚
下
に
傾
き
」
が
李
白
の

「震
山
瀑
布(其
ニ
)
」
の 

結
句
「疑
う
ら
く
は
是
れ
銀
河
の
九
天
よ
り
落
つ
る
か
と
」
を
ふ

1

た
表 

現
だ
と
す
る
と
、

「見
ぬ
世
の
論
仙
』
は
「見
ぬ
世
の
論

^
^

| 

の
こ 

と
)
の
誤
植
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
;̂
は
「激
し
い
瀧
の
音
の
中 

で
瀧
を
眺
め
て
い
る
と
、
ま
る
で
自
分
が
！

'01

に
な
っ
た
よ
う
な
不
^
一
な 気

持
ち
に
な
っ
た
。
」

と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。発

表
の
際
の
解釈

を
改
め
さ
せ 

て
い
た
だ
く。
)

い
ず
れ
に
し
て
も
、
子
規
が
恒
太
郎
の
期
待
に応

え
る
べ
く
、
漢
詩
の

2
 

を駆一！〇

て
綴
っ
た
、
小
品
な
が
ら
も
緊
張
感
に
富
む
優
れ
た
起
打
文
で
あ
る
。

恒
太
郎(三
樹
堂
孤
鶴)
の辖

た
「は
せ
を
影
」
は
、
第
八号

(明
治
ニ 

十
五
年
四
月
五
日発

行
)
以
後
は
ど
う
な
っ
た
か
不
明
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
の 

年
の
五
月
か
ら
、

新
聞
編
集
に当

た
る
よ
う
に
な
り
多
忙
を
極
め
る
よ
う 

に
な
っ
た
こ
と
、
政
治
に
打
ち込

ん
で
い
る
う
ち
に
七
十
町歩

に
及
ぷ
資
産
を 

使
い
果
た
し
、
妻
と
ら
子
と
離
別
す
る
な
ど

3

が
一
度
に
押
し
寄
せ
て
き
て
、 

政
界
か
ら
引
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
こ
と
な
ど
の
た
め
に
、廃
刊
の 

や
む
な
き
に
至
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

3
ら
に
苛
酷
な
運
命
が
恒
太
郎
を
襲
う
。
明
治
二
十
七

(
一
八
九
四
)
年
九 

月
、
突
然—
眼
底
出
血
に
よ
り
失
明
の
讓
に
襲
わ
れ
る
。
八
畜
療
に
手 

を尽

し
た
が
、1

も
同様

の
病
に
犯
さ
れ
、
明
治
二
十
九
年
三
十
三歳
で両
 

眼
と
も
失
明
し
て
し
ま
つ
た
。当

時
し
た
た
め
ら
れ
た
短
冊
に
は
、
孤
鶴
か
ら 

一一灵
孤
鶴
へ3
ら
に
は一一吴

外
へ
と号
が変

え
ら
れ
て
い
る
。
和
田
蕩会

長 

に
よ
れ
ば
、

「二
十
九̂̂
子
規
が
秀
句
を
選抜

し
た
『承
露
盤
』
に
は
「盲 

天
外
」
と
あ
る
の
で
、
一
^
失
明
の
二
十
九
年
頃

1|吴

外
と
—

る
よ
う
に
な 

っ
た
の
で
は4
い
か
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
失
明当

時
の
盲
天
外
の
句
作 

に
つ
い
て
、
和
田
八
裏
は
、
^
^補
版
『
一
粒
米
』
の
あ
と
が
き
に
次
の
よ 

う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

二
十
九
年
秋
に
は
、
子
規
の
添
削
を
う
け
、
三
十
年
の
松
山
松
風会

に
も 

度々
参

加
し
ており
、
子
規
添
削
の
續
も
か
な
り
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
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る
。

「ほ
と
と
ぎ
す
」
に
も
そ
の
句
は
載
せ
ら
れ
、
新

^
合̂
選
句
集
『新 

1

』
に
も
ニ
句
選
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
が
最
も
^

?
に
熱
中
し
た
時
期 

と
い
え'
'̂。

失
明
の̂

を̂
癒
や
す
か
の
よ
ぅ
に̂?
に
熱
中
し
た
盲
天
外
の
姿
や
、
そ 

れ
を
い
た
わ
り
見
守
っ
た
子
規
の
心
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
頃
盲
天
外
が残

し
た
短
冊
に
次
の
よ
ぅ
な
も
の
が
あ
る
。
上
方
に
小
さ 

く
「壷

白
逝
て
三
年̂目
て
三
年
」
と
記
さ
れ
た
下
に
「君
逝
き
て
我
三
年 

の
花
を
見
ず
盲
天
外
」
の
句
が
書
か
れ
て
い
る
。壷

白
と
は
藤
野
古
白
(明 

治
四
〜
二
八)の
こ
と
で
、
彼
は
子
規
の
い
と
こ
に
あ
た
る
。清

新
な
句
作
で 

子
規
を
驚
か
す
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
心
を
病
み
、
明
治
二
十
八
年
四
月
七
日
ピ 

ス
ト
ル
自
殺
を
は
か
り
' 十
二
日
に
死
亡
し
た
。
こ
の
事
件
は
、従
軍
の
途
上 

1

港
に
い
た
子
規
を
痛撃

し
た
が
、
丁
^

:
を
失
い
か
け
て
い
た
盲
天
外
に 

と
っ
て
も大
き
な
悲
し与

え
た
。

「明
治
俳
^
の
啓
明
」
と
高
い
評価
 

を
受
け
て
い
た
古
白̂、

「は
せ
を
影
」
を
刊
行
し
て
俳
諧
の
革
新
を
志
し
て 

い
た
盲
天
外
は
、
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
交
際
し
て
い
た
わ
け
で
、
自
分
の
失 

明
と
合
わ
せ
て
、
大
き
-
^
失
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
こ
の
句
に
よ
っ
て
知 

ら
れ
る
。

「ホ
ト
ト
ギ
ス
」
六
卷
六号(明
治
三
十
六
年
一
月
)
に
、

「地
名読
込

の 

罌
を
作
る当

時
の状

況
」
と
題
3
れ
た
重
文0

^
？

補
版
『|

粒
米
』 

ニ
五
九
べ—
ジ
に
再録
)
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
目
の
あ
る
時
代
に
訪 

れ
た
一̂
や旧

跡
を
、
、

5
#

で
た
ど
り
な
が
ら
地
名
を読
み込

む
^

?
を
作
つ 

た
：̂
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
部
を
;̂
し
た
い
。

次
に
京
に
往
つ
て̂-3

西
山
と1
 う
て
居
る
と
、
昔
し
鳥辺
山
の辺
り を歩

い
た
時
に
、
只5へ
物
淋
び
し
い
所
に薮
が沢
山
あ
っ
て
、
其
の薮

の 

中
に抜
け
道
の
小
路
が
あ
っ
た
。随
@
気
な
所
で
あ
っ
た
の
を
思
い
出
し 

て
フ
卜
句
に
し
て
見
よ
う
と
考
え
た
か
ら
無雑

作
に
、
梅
が
香
や
鳥辺

野
の 

薮

の
小
路来

て
、
と
や
っ
た
が
、
ハ
、
—
目
の
な
い
僕
だ
か
ら
直
ぐ
に
香 

い
と
け
る
と
お
か
し
か
つ
た。

(中
略)

泉
州
堺
、
浜
寺
と
あ
る
い
て
、
い
つ
の
間
に
か
故郷
の
一
！！
^
に
返
っ
て来
 

た。
伊
予
の
小
富
士
は
何
う
だ
な
ど
考
え
た
。
す
る
と
其
の
傍
は
ら
の
太
山 

寺
の
^
に̂
思
い
が
寄
っ
た
。
松
柏
の
1

と
し
て
居
る
中
に
寺
が
あ
る
。 

通
夜
堂
が
出来

て
居
る
。
火
の
な
い
冷
た
い
茶
湯

签
が
あ
る
。=¢6

の
暗
い 

燈
火
が
な
さ
け
な3う
に
微
光
を
洩
ら
し
て
居
る
。広

い
？

^
堂
の内

に
、 

順礼

が
通
夜
を
し
て
居
る
審
思
い
出
し
た
。
通
夜
堂
に
順礼

寒
む
し
太
山 

寺
、
も
余
り
平
凡
か
。とい
う
て
もう
1

れ気

味
に
な
っ
た
。併
し
久
し 

振
り
で
三
百
里
の
旅
行
を
3
し
て
貰
っ
た
其
の
間
の
僕
の
感
慨
靡
は
、
作 

っ
た
句
の
外
に
あ
る
の
で
、
是
は
是
非
共
出
題
者
に
謝
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ 

の
で
あ
る
。

「目
の
な
い
僕
だ
か
ら
直
ぐ
に
香
い
と
出
掛
け
る
と
お
か
し
か
っ
た
。」
と
述
べ 

て
い
る
が
、
盲
天
外
の
作
品
の
中
で
も
、
視覚

に
よ
ら
ず
、聴
覚

や触
覚

(触
 

察〇

に
よ
る
も
の
に
は
、
特
に
味
わ
う
べ
き
も
の
が
あ
る
。
彼
は
六
十歳

の
大 

正
十
二(1

九
二
三)
年
、
—

に
「天
心
園
」
を

1

し
て
、
社会
教
化
の 

た
め
に青

年
男
女
の教

養
を
高
め
る
公
民
義
塾
や
、悩

み
あ
る
人
の
相
談
に応
 

ず
る
！̂

の
践

し

た
。
そ
の
資
金
に当

て
る
た
め
、
彼
は 

た
す
き
掛
け
で
！

一一̂
揮
い
、
多
く
の
鼻
の霉

半
折
に
書
き残

し
て

い
る
。 

そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
よ
う
。
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伊
予
と
ま
う
す国

あ
た
た
か
に
い
で
湯
わ
く 

手
ぬ
ぐ
ひ
の
た
き
よ
り
な
が
し
ふ
じ
の
花 

石
な
げ
て
ど
ん
ぶ
り
か
ち
ん
川
す
^
み 

ほ
と
と
ぎ
す
十戸

の
邑
に
雨
の
ふ
る 

'芋
畑
で
逐
ふ
た
る
鹿
の声

遠
し 

折
り

-̂
は
栗
も
交
り
て
こ
の
葉
ふ
る.

木
か
ら
し
や
天
窓
に
ふ
る
物
の
お
と 

うたが
ふて
撓め
て
見たり
かれや
なぎ 

ま
た
、
鴻
池楽萧
氏
記録

の
短
冊
か
ら
、

むし
秋
を
知り
わ
れあき
を
むし
に
聞く 

こ
の
短
冊
に
は
「盲
人
孤
鶴
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
失
明当
時
の
も
の 

と
思
わ
れ
る
。

明
治
四
十
一(
一
九0
6
年
、
盲
天
外
は
軎
乐
の
出
版
社
か
ら
『ー
粒
米
』 

を
す
る
。
これは、
失明に

よ
る
絶
望
か
ら
、
三
度
も
死
を
決
意
し
た
と 

い
う
明
治
三
十(一
八
九
七)
年
、「

I

粒
の
米
が
、
わ
が
身
を犠
牲
に
し
て 

人
間
に
食
べ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
の
血
肉
は
お
ろ
か

0

に
ま
で
進
化 

す
る
」と
い
う囊
に気

づ
い
たと
い
う
いわ
ゆ
る「

I

粒
米
の
悟
り
」
を
聞 

き
、
ー

粒
の
米
に励

ま

3
れ
て
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
、
無
私
の
活
動
に
入 

つ
て
ゆ
く
過
程
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。当

時
第

I

級
の
知
識
人
新
箧
一稲

造 

(
一
八
六
ニ
〜

I

九
三
三
)
の
序
を
得
て発
売
さ
れ

る
や
、
空
前
の
ベ
ス
ト
セ 

ラー

と
な
り
、
招
か
れ
卞
1乐
で
演説
し
た
時
に
は
、会

場
の
日
比
谷
公
園
は
、 

聴

衆
で
立
錐
の
余
地
も
な
か
つ
た
と伝

え
ら
れ
る
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
全国

的 

廿

感
を
得
た
理
由
の
第

I

は
、
盲
天
外
の
深
い
1

：！̂

を内
容
と
す
る
と
こ ろ

に
あ
る
こ
と
は
言
ぅ
ま
で
も
な
い
が
、
さ
ら
に
そ
の
思
想
が
、
日
本
人
の
基 

層
に
流
れ
る
ア
ニ
ミ
ズ
ム
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
文体

が
、写

生
文 

の
手
法
を
活
用
し
た
平
明
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
な
理
由
に挙

げ
ら
れ 

る
と
思
ぅ
。
そ
の
こ
と
を
よ
4

じ
さ
せ
る
部
分
を
次
に
引
用
し
た
い
。

或
る
日
の
事
で
あ
っ
た
。
予
は
膳
に
向
っ
て
食
せ
ん
と
す
る
時
、
一
粒
の 

飯
が
、̂

%̂
を
離
れ
て
膝
の
上
に
！
^
た
。
予
は
是
を
探
り
求
め
て
、
我 

が
^
に̂
峨
じ
て
居
る
と
、！̂
し̂
て
忽
ち
悟
る処
が
あ
っ
た
。
夫
れ
は

はか

僅
に33̂

に
拈
じ
得
ら
れ
る

I

粒
の
飯
に
も
、
殆
ん
ど
量
る
べ
か
ら
ざ
る
重 

さ
の
あ
る
冒
知
っ
た
事
で
あ
る
。

予
は
我
が
指
頭
に̂
つ̂
、
あ
るI粒
米
に
依
っ
て
、
我
が
心
身
は
^
 

塵
に
打
ち
！
!
2
れ
た
の
で
あ
る
。
今
が
今
ま
で
死
よ
死
よ
と
憶
ね
て
、
心
に 

I

片
の
生
の
影
だ
に
認
め
な
か
っ
た
予
は
、
是
に
於
て
全
然
「

择
と
な
っ 

て
しま
っ
た
。予
が
指
頭
の
一
粒
米
は
、̂
の
光
明
を
放
っ
て
、
暗黒
の 

境
遇
を
照
ら
し
た
。(中
略)

思
ふ
に
、
彼
の

I

粒
米
が
吾
人
の
食
膳
に
上
っ
て
、
我
が
口
腹
に
入
り
腸 

胃
に
^
せ̂
ら
れ
て
、
血
液
とI
、
乳
汁
と
な
る
は
、即

ち

I

粒
米
の
進 

化
で
あ
る
。I

粒
米
の
向
上
で
あ
る
。
僅
に数

¢
8?

、
否
:̂
間
、：
^
ま
で 

植
物
で
あ
っ
た
一
粒
米
が
、
そ
の
進
化
向
上
に
依
っ
て
、
忽
ち
吾
人
の
肉体
 

に
上
り
、
吾
人
の栄

養
と
な
り
、
生
命
と
な
る
と
は実

に
驚
い
た
こ
と
で
は 

な
い
か
。0¢-

略
)

此
の
如
く
進
化
し
向
上
す
ベ
—

質
を
有
す
る
一
粒
米
が
、

I

た
び
進
化 

向
上
し来

り
て
は
、
も
は
や
素
と
の
一
粒
米
で
は
な
い
。

1

の霊
長
た
る 

人
と
ま
で
向
上
し
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
『I

粒
米
』
は
、
今
日
も
人
の
心
を
う
ち続

け
て
い
る
。
去
る
六
月
九 

日
早
朝' 
NE
Eラ
ジ
オ
第
一
放
送
の
「心
の
释
」
と
い
う
證
で
、

「
一 

粒
米
の教

えI
盲
人
村
長
森
盲
天
外
の
生
涯
」
と
い
う
タ
ィ
ト
ル
に
よ
り
、 

<N
0

に
放
送
さ
れ
た
。

最
後
に
、
再
び
草
間
時
福
に
返
っ
て
稿
を
終
え
た
い
。

「子

^
だ̂
よ
り
」 

十
五巻

四号

の
七
べー

ジ
に
、
1

時
福
が
、
松
山
中学

の教

え
子
た
ち
を
い 

つ
ま
で
も
心
に
か
け
て
い
て
、
「そ
れ
で教

え
子
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
子 

規
が
死
ん
だ
と
き
に
は
お
悔
み
の
通
知
を
だ
し
て
い
ま
す
ね
。

(和
田
館
長
談
)」 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

草
間
は
盲
天
外
に対

し
て
も、
大
正
十

(
一
九
二I ；！

年
、
謝
恩会

の
た
め 

に
松
山
に
招
か
れ
た
際
、
次
の
五
言

1

を
贈
っ
て讃

え
て
い
る
。

身
相
類
明
月
 

身
相
は
明
月
に
類
し 

功徳

起清

風 

功徳
は清
風
を
起
こ
す 

盛
夏争

寵
用 

盛
夏
寵
用
を争

へ
ど
も 

所楽

非栄

通 

楽
し
む
と
こ
ろ栄
通
に
あ
ら
ず 

凉
秋
忽
見
棄
 

凉
秋
忽
ち
棄
て
ら
る
れ
ど
も 

所
悲
非
醜
窮
 

悲
し
む
と
こ
ろ
醜
窮
に
あ
ら
ず 

有
似
得
道
者
 

道
を
得
た
る
者
に
似
た
る
も
の
有
れ
ど
も 

幾
人与

汝
同 

幾
人
か
汝
と
同
じ
か
ら
ん 

無
醫
淡
ン
世
の
た
め
に尽

し
た
盲
天
外
の
生
き
方
を
讚
え
て
い
る
が
、讃
 

え
た
恩
師
も、讃

え
ら
れ
た教

え
-̂
、̂
ど
ん
な
に
か
嬉
し
か
つ
た
こ
と
で
あ 

ろ
う
。

’ 
\ 
(
平
成
八年
五月
例会
講
演

)
(会
員
)

¢2

頁
よ
り
っ
づ
く)

自
分
が
常
盤会

寄
宿舎

に
い
た
か
ら
こ
そ
助
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
と
に
同
室
の 

新
海-山
崎
の
二
君
に
万
謝
す
る
と
言
っ
て
い
る

^
へ̂病気

見
舞
」I

九 
一
了) 

下
っ
て
明
治
二
十
三
年
の
「筆
ま
か
せ
」
の
「褒

贬
」
と
い
う
尖
が
あ
る
。 

わ
が
父̂

^
が
あ
る
震
山静

氏
を
そ
し
っ
て
「実

に
人
の
わ
る
き
人
な
り
」 

と
言
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
外
祖
父
の観

山
は
、
！！

^さ
ん
の
よ
う
に！ ̂

人
の
是
非
を
言
っ
た
こ
と
の
な
い
人
が
言
う
の
だ
か
ら
非
常
に悪

い
人
で
あ
ろ
う 

と
言
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
父
は
人
の
こ
と
を
か
れ
こ
れ
と 

評
論
す
る
よ
う
な
人
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
し
、
母
も
極
め
て
沈黙

で
、
他 

人
を
評
論
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
る
べ
く
避
け
た
人
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
「わ
れ 

の
好
ん
で
他
人
を
褒
眨
す
る
は
果
し
て
誰
の
遣伝
な
る
ベ
—
」
と
反
省
し
て
い
る
。

最
後
に
、1111

ま
か
せ
」
第
四
編
に
載
っ
て
い
る
勝
田
主
計
か
ら
の
手
紙
(た 

だ
し
、
明
治
十
八
年
、帰

省
中
、当

震
田
主
計
は
ま
だ郷

里
に
あ
っ
た
。
)

「 

(前
略
)
君
ト両

三
日
ノ
碧
ハ
千
万
卷
ノ
書
ヲ読

ミ
タ
ル
ヨ
リ

乇
猶
勝
ル
カ
ト 

^
0
而
シ
テ
此
三
四
日
ノ対

話
ノ
中
二
モ
予
ハ
兄
ノ為

二
大
ニ
歎
ス
ル
所
有
之 

候
。
才
子
ハ
兎
角
己
ノ
才
ヲ
タ
ノ
ン
デ
勉強

ヲ
怠
ル
カ
ラ
シ
テ
失
敗
ヲ来

ス

1
 

間
マ
、
！̂候
。
予
ハ
兄
ノ
才
ニ
ハ
驚
ク
ナ
レ
ト
モ
其
勉強

ハ
余
リ
感
心
不
致
候
」 

と。
子
規
は
大
事
に
こ
の
手
紙
を
保
存
し
て
い
て
明
治
二
十
三
年
に
な
っ
て
「筆 

ま
か
せ
」
に
書
き写
し
た
。
子
規
の
才
能
は
友
人
の
多
く
が
認
め
る
と
こ
ろ
、
そ 

し
て
^
^
に
あ
ま
り
行
か
な
い
で
怠
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
た
の
で
こ
の 

よ
う-な
批
評
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
人
の
目
の
及
ぱ
ぬ
と
こ
ろ
で
は
よ
く
勉 

強

し
、
努
力
し
、
こ
う
し
た
後
輩
の
批
評
を
あ
り
が
た
く
受
け
て
大
業
を
成
し
と 

げ
た
の
で
あ
っ
た
。

(平
成
七年
十
二月
例会
講
演

)
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組織

者としての

子規

丨

「筆
ま
か
せ
」
に
つ
い
て
0
1

「筆
ま
か
せ
」
第
二
編
以
後
の
1

な
特
色
は
友
人
の
こ
と
、
友
人
と
の関
 

係
を
記
し
た
記録

の
多
い
こ
と
で
あ
る
が
、
も
と
ょ
り
第
一
編
に
も
多
く
記

3 

れ
て
い
る
。
子
規
に
親
交
の
あ
る
友
人
が
多
い
と
い
ぅ
こ
と
は
、
子
規
が

^II 

者
と
し
て
の
資
質
を
も
つ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
後
に
、
子
規
の
周
り 

に
集
ま
っ
た
人
び
と
に
助
け
ら
れ
て
、
子
規
は
文学

の
革
新
を
成
し
と
げ
る
こ 

と
が
で
き
た
。I

般
的
に
い
っ
て
、
そ
の
1

が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
だ
け
、 

組
織
者
と
そ
れ
を
助
け
る
人
び
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

!̂
者
と
し 

て
の
子
規
を
語
る
場
合
、
こ
れ
を
助
け
た
人
び
と
と
の

|0
係
が
重
要
に
な
る
。

111

ま
か
せ
」
第
三
編
の
「詩
文
可
否
の
標
準
」
に
、
大学

の教

師
ム
ル
ド 

ッ
ク
の
言
葉
を
引
い
て
、
聖
人
は
皆
！！

^
著
さ
ず
、

「其
人
の
道
を
祖
述
し
て 

書
を
な
す
者ハ必
ず
其
弟
子
也
」
と
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
お
け
る
プ
ラ
トー
、

ア 

リ
ス
トー
ト
ル
、孔
子
に
お
け
る
顔
回
な
ど
、釈

迦
に
お
け
る仏

典
の
結
！
^
、 

キ
リ
ス
ト
に
お
け
るパゥ
ロ
など
(た
だ
し
編
者
に
ょ
る
ま
と
め
)
、
い
ず
れ 

も
組1

た
る
弟
子
ま
た
は
弟
子
集団

に
よ
る
祖
述
の

1

で
あ
る
。
そ
し
て
、 

た
と
え
ば
論
語
の
よ5に
、
は
じ
め
孔
子
が
こ
の
言
葉
を
述
べ
る
の
に

5
ほ
ど 

深
い
で
な
か
っ
た
も
の
が
、
後
人
が
註釈

を
加
え
る
こ
と
に
よ

〇

て
光
を 

増

す
よ
う
に
、
子
規
は
、
芭
蕉
の
「俳
諧
七
部

^
鏡
」
が
、
芭
蕉
の
句
を
む

越 

智通敏

や
み
に
ほ
め
上
げ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
聖
人
君
子
の教

え
は
！

者
に
よ
っ
て
祖
述
さ
れ
て
光
輝
を増
 

し
た
。
こ
れ
を

!̂
者
と
し
て
の
子
規
の
場
合
に
移
す

と
、
祖
述
す
る当

の
人 

は
、
代
表
的
に
は
芭
蕉
で
あ
り
、
す
で
に
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
七
部
集
に

ま
と 

め
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
色
蕉
を
中
心
に
、
俳
句
の
先
人
た
ち
の
句
を
集
成 

し
批
判
し
て
、
そ
の
革
新
の
！

8
^

を
成
し
と
げ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
組
織
者
子 

規
を
^
'
る
^
！
集団
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

が
大
^
-れ
ば
大
き
い
だ
け
集団

が
必
要
で
あ
り
、
人
間関

係
が
大

3

 

に
な
る
。
こ
ぅ
し
た
|@|
|者
と
し
て
の|

の̂
1̂11：1形
成
に
つ
い
て
は
さ
き
に 

述
べ
た
の
で
、
人—
係
を
形
成
す
る
の
に
役
立
っ
た
子
規
の
資
質
を

「¥ 

か
せ
」
の
中
に
見
よ
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

3
き
に
、郷

土
に
あ
る
と
き
の
「五
友
」
に
つ
づ
い
て
、
上研

後一！

一
^
の
友 

だ
ち
「七変
人
」
の
交
わ
り
の
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
述
べ
た
。

子規の友人関
係は、
塾や！
一̂、
さ
ら
に
高
等
校
か
ら
大学
へ
と 

進
む
に
つ
れ
て
、

N
5

や
寮
な
ど
、
明
治
二
十
一
年
九
月
常
盤会

寄
道

0

に
入 

る
ま
で
に
十
六
回
も
か
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
間
の
交
友関

係
が

!̂ま
か
せ
」 

に
多
く
記3
れ
て
い
る
。
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「筆
ま
か
せ
」
第
一
編
の
「処
が
へ
」
に
つ
い
て
は
、
幸
い
柳
原
極
堂
に
「 

子
規
の̂

5

が
へ
に
就
て
」
が

あ

り
参

考̂3:)

、
そ
の 

18̂
は
『友
人
子
規
』
に
見
ら
れ
る
。

子
規
が軎
乐
に
出
て
日
本
僑区

浜
町
の
久
松
邸
に
入
っ
た
の
は
明
治
十
六
年 

六
月
十
四
日
朝
の
こ
と
、
そ
の
日
出
京
先
輩
の
友
人

^
正
之
の̂4

？

を
訪
ね 

る
と
不
在
で
、
は
か
ら
ず
も
同
宿
の
三並

良

(子
規
と
一̂
兄
で
五
友
の1-0 

に会

い
、
や
が
て̂!6
正
之
も
外
出

か
.！ '！ 8

っ
て数

日
を
共
に
過
ご
し
た
。
久 

松
邸
の
書
生
小
屋
に

I

か
月
を
過
ご
し
た
後
、
赤
坂区

に転
じ
た
の
は
須
田学
 

舎

漢
^
一
で、
あ
わ
せ
て
英
語
も教

え
て
い
た

)
に
入
っ
た
こ
と
に
ょ
り
、

3
き
に従

弟
の
藤
野
潔(古
白)
も
入
っ
て
い
た
。
つ
い
で
九
月
二
十
二
日
に 

は
こ
こ
を退舎

し
て
久
松
邸
に帰
り
、

4-¢：
神
田
の
予
獲
共
立学

校
に
入
り
、 

わ
ず
か
一
か
月
で
退学
し
て
再
び
藤
野
家
に帰
っ
た
。
古
白
の
生
母
で
子
規
の 

叔
母
十
重
は
古
白
七歳

の
-

病̂
死
、
世
話
に
な
っ
た
の
は
後
妻
磯
子
で
あ
っ 

た
。
—
同郷

の清

水̂
も̂
同
宿
し
て
共
立学

校
に
通
っ
て
い
た
。
つ
ぎ
に 

「翌
十
七
年
牛込̂転
じ
」
と
い
う
の
は
、
藤
野
家
の転

居
に
伴
う
も
の
で
、 

清

水
^9

も
共
に
移
っ
た
。

つ
い
で
、

「秋
再
び
神
田
に来
り
」
と
い
う
の
は
、清

水
則
遠
と
共
に
神
田 

猿楽

町
板
垣
善
五
郎
方
に

N
5

し
た
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
ょ
り
さ
き
、
こ
の
年 

三
月
に
は
常
盤会

給
費
生
に
選
ば
れ

(清

水
則
遠
は3
き
に)
、
九
月
十I

日 

大学

予
備
門
囊
科
第
四
級
に
入学
、
夏
最
石
と
級
友
に
な
つ
た
。
板

筹

へ
の
下
宿
は̂
に̂
近
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
年
十
一
月
二
十
七
日
、
！
党̂

人
物—
評
論
」
(
1
全
集
第
九巻) 

第I

回
、
第
二
回
を発

表
レ
た
。

「員

1」
は
「量
評
」
と
同
じ
で
、
奋

批
評
の
こ
と
、
後
漢
の
許
勘
か毎

月

0

初
め
に郷

里
の
人
物
を
評
し
合
っ
た
と 

い
う
故
事
に
も
と
づ
く
。
子
規
を
中

5

に
こ
う
し
て
互
い
に
人
物
評
を
か
わ
し
、 

望
の
戒
し
め
と
し
て励

ま
し
合
っ
た
と
こ
ろ
に
、
書
生
ら
し
い
友
情
と
、
中 

国

の
故
事
に
由
る
と
い
う
ゆ
か
し
3
が
あ
る
。
こ
れ
は
、̂'%
に
よ
る
と
、
十 

か
月
前
、
す
な
わ
ち
正
月
、郷

友数

人
が
某
家
に
集
ま
っ

た
と
き
の
坐
興
に郷
 

党

の
人
物
を
評
論
し
合
っ
た
の
を
記
し
た
も
の
で
、

「固
ヨ
リ
小
人

ノ一 !II

君 

子
ヲ
上
下ス
ル
—足
ラ
ザ
ル
」
も
の
で
、
誤
り
が
あ
れ
ば
！
^
せ
ら
れ
た
い
と 

こ
と
わ
り
、評
者
の
名
は
伏
せ
て
あ
る
。

あ
げ
ら
れ
た
披
評
者
は
武
市
播
松
(京
都).
松
島
正
躬-
三
好
巽
.
小
野 

中為
.
白
岩
景
行.
岩
崎I

高
'11並

良.
秋
山真

之.
五
島
武
雄
.
太
田
正 

躬
-関

谷
宗
之.0

8
雲

，
竹
：

¢§
8

〈松
山).
松
^
泰̂
(京都)，高 

川
信
一.
柳
原
如
水-安
長
知
之
身
松
木̂っ
三
郎，
松產

俊
.
吉
田清

太
郎

(京
都).
小
寄
正瞒
(松
山).
梅
木
^10(

松
山).
和
田
昌
訓
.
正
岡 

霞

(以
上
第I

回
)
で
あ
る
。
第
二
回
の
批
評
で
は
、
批
評
者
は
第

I

回
と 

は
別
の
者
が
な
りゝ

被
評
者
は
現
在
里

乐
塞
の
者
に
限
っ
た
^
ず
れ
も
括 

孤内

は
現
在
地
、
他
は
5
6
。
な
お
、
も
し
第|編
，
第
ニ
編
の説

を
「駁 

擊
」
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
主
意
を
書
い
て
無
記
名
で
柳
原
か
正
岡
の
い 

ず
れ
か
に
渡
す
よ
う
！
^
に
記
し
て
い
る
。
披
評
者
中
第

I

回
と
重
な
る
者
は1
 

省
略
し
て
第
二
回
の
被
—
を
あ
げ
る
と
、
松̂
三̂
郎.清

水
則
遠
.
大
森 

金
ニ
郎.
山2̂

1

至
.横

山
正
脩
で
、
第
一
回
に
つ
づ
い
て
あ
げ
ら
れ
た
者
は 

十
三
名
、
在
京
で
あ
り
な
が
ら
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
者
は
四
名
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
うち、
5き
に
あ
げ
た
在
京
の
「七変
人
」
中
、
秋
山真

之
.
正 

岡
！̂
は
載
っ
て
い
て
、関.
菊
池.
井
林
の
名
は
見
え
な
い
。



3
ら
に
、
こ
れ
を
子
規
が
常
盤会

か
ら
受
け
て
い
た
同
時
代
の
給
費
生
を
見 

る
と
、
十
一
名
中
に
右
に
あ
げ
た
月
旦
評
論
に
名
の
見
え
る
者
は
、清
水
則
遠 

,横

山
正
脩.
山内

正
至.
柳
原
正
之
の
四
名(た
だ
し
、
子
規
と
同
時
受
給 

以
前
で
は清

水
則
遠
の
み
)
で
あ
る
。

月
旦
評
論
の内

容
に
つ
い
て
、
後
に
有
名
に
な
っ
た
人
の
例
を
あ
げ
て
み
よ 

ラ
0秋

山真

之
に
つ
い
て
の
評
に
「畜
多
シ
、
恐
ラ
ク
ハ
吾々

仲
間

ニ
モ
少
シ 

ト
ス
ル
所
ロ
ナ
リ、
必
ス
大
ニ
ナ
スペ
シ
」
とあ
る
の
は
結
果
か
ら
み
て当
た 

っ
て
い
る
。
も
う
一
人
の
評
で
は
才
智
を
認
め
た
上
で
「勉強

セ
サ
レハ
退
ク 

ヘ
シ
」
と
あ
る(第
一
回)。
第
二
回
の
評
で
は
、
加
え
て
、
「面
白
キ
人
物
」、 

「喧嘩

ニ
大
阻
ナ
ル
ト
一17̂

3

用
ナ
ノ
ガ
取
リ
座
、

「才
子
ナ
リ
狡
猾
ナ
リ
、 

併

シ
テ
才
子
狡
滑両

立
ス
ル
ハ
世
ノ
常
ナ
ル
者
ナ
レ
ハ
之
ヲ
恕
ス
ル
モ
可
也
」

と
あ
る
。
こ
の
評
論
の
試
み
の
中
心
に
な
っ
た
子
規
を
、
友
人
た
ち
が
ど
う
批 

評
し
た
か
は
興
味
深
い
。
第
一
回
の
分
に
二
人
の
批
評
が
あ
る
が
、
：
^
か
ら 

み
て
「非
常
ノ
才
ア
リ
其
心
宇内

ヲ
呑
ム、
正
直
大
膽
決
シ
テ
勉強

セ
サ
ル
ノ 

風
ア
リ
蓋
シ
或
ハ
陰2ニ
勉
ム
ル
者
力
、
性倜傷
物
ニ関

セ
ス
、
^
^
里
書
生 

ノ
冠
タ
ル
者
ハ
其
レ
子
力
、
他
日
大
名
ヲ
博
ス
ル
知
ル
可
シ
、
然
レ
ト
モ
自
負 

多
言
ス
ル
所
ア
リ
」
と
い
う
評
が当

た
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
第
二 

回の評者二人のうちの一つ
「志
視
シ
世
間
俗
人
ノ
性
情
ニ

1¢

ヒ 

付
ケ
ス
、
漢学

ヲ
善
ク
シ
文
才
ニ冨

ム
ハ
子
力
天
性
力

卜
存
ス、併
シ
時
ト
シ 

テ
ハ
些
少
ノ
事
ノ
心
頭
ニ
觸
レ
ラ
レ
テ
不
平
ノ
起
ラ
ル、
ハ
連
城
玉
璧
ノ
微
瑕 

ト
云
ハ
ン
力
」
が
的
評
と
み
ら
れ
る
。
友
人
た
ち
の
間
で
子
規
の
?
能
が
認
め 

ら
れ
、
ひ
そ
か
に
大
成
が
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
に
あ
げ
た

「 1
^

人
物
月
旦
評
一̂は
明
治
十
七
年
十

|

月
に発

表
し 

た
も
の
で
あ
る
が
〔羣

ま
か
せ
」
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
)
、
そ
の 

こ
ろ
子
規
は
、
前
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
大学

1

門
に
入
っ
て
、学

校
に
近 

い
神
田
！̂
町
の^5

^

垣
宅
に
、
右
に
あ
げ
た
月
旦
評
論
で
も
出
て
く
る清
 

水
則
遠
と
同
宿
し
て
い
た
。
柳
原
極
堂
の
「子
規
の

N15

が
へ
に
就
て
」
に
よ 

る
と
、
そ
の
年
の
春
か
；

の
暮
か
に
、
松
山
に帰

省
し
た
藤
野
漸
に
伴
わ
れ 

て
出
京
、
子
規
と
共
に
藤
野
宅
に
寄
寓
し
て
し
ぱ
ら
く
共
立学

校
に学
び
、
子 

規
よ
り
一—
遅

れ
て
明
治
十
八
年
九
月
大学̂!門
に
入
っ
た
が
、
常
盤会
 

給
費
生
に
な
っ
た
の
は
子
規
よ
り

I

か
月
早
く
、
明
治
十
七
年
二
月
で
あ
っ
た
。 

月
旦
評
論
に
は
、
正
直
で
怒
る
と
い
う
こ
と
が
な
く
、
度
量
が
あ
っ
て
仲
間
か 

ら
敬
愛
さ
れ
た
、
短
才
の
よ
う
に
見
え
て
愚
な
ら
ず
、
大
愚
の
よ
う
で
あ
っ
た 

と
あ
る
。

「筆
ま
か
せ
」
に
は
、清
^
遠̂
か
ら
の
手
紙
の写

し
、

「清

水
則
遠
氏
」

,
「清

水
則
遠
氏
第
二
」
と
三
つ
の
記録

が
あ
る
。
十
八
年
七
月
大学
！

門 

を
落
第
し
た
子
規
は
、
九
月
の
新
！

か
ら清

水
則
遠
と

1

に
な
っ
た
が
、 

そ
の
前
の
休
暇
を
子
規
は郷

里
で
過
ご
し
た
の
に対

し
、
則
遠
は
脚気

を
病
ん 

で
七
月
に
入
っ
て̂
で̂
療
養
、帰

京
の
前
篇
か
ら
松
山
に
掃郷

中
の
子
規 

あ
て
八
月
十
二
日
付
け
の

1

一̂
があ
る
(子
規
は
友
人
あ
て
の
自
分
の
手
紙
の 

写

し
を残

し
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
多
く
友
人
か
ら
の来

簡

を
！！！ 

裏
せ
」
第
二
編
以
下
に
記録
、
特
に
第
二
編
に
多
い
)
。
八
月
二
日
付
け
の 

1!迓
あ
て
書
簡
は
落
第
の
知
ら
せ
を
か
ね
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
手
紙
の 

¢11

で
、
自
分
の
病状

が
少
し
：
^
方
に
向
か
っ
て
い
る

こ
と
を#〇

た
あ
と
、 

か
ね
て
共
立
！̂に学

ん
で
い
た
と
き
寄
寓
し
て
世
話
に
な
っ
た
藤
野
か
ら
「
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至
急
」
の
手
紙
で
、
^
^
か
ら
五
月
分
の
月
謝
が
未
納
と
い
う
催
促
が
あ
っ
た 

こ
と
を告
げ
ら
れ
、
病気

を
ロ実

に
お
立
て
換
え
を
願
い
た
い

と
言
っ
て
や
っ 

た
が
、ど
う
も困
った
こ
とだ
と
言
っ
て
い
る
。清

水
の
家
は
や
は
り旧

藩
時 

代
の
士
族
で
、
貧
困
の
た
め
常
盤会

の
給
費
生
に
選
ば
れ
た
が
、
生
活
は楽
で 

な
く
、
病気

の
療
養
費
さ
え
ほ
と
ん
ど
な
く
、医

者
に
も
か
か
ら
ず薬

も
の
ま 

な
か
っ
た
。I

つ
に
は
本
人
自
身
の
無
頓
着
に
よ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

「清

水
則
遠
氏
」
に
よ
る
と
、
則
遠
は清

水
の
よ
う
に
淡
白
で
'
「黙
く
と 

し
て
言
は
ず'.I

爾
と
し
て
微
笑
す
、独
り
行
き独
り
止
ま
る
」
。
自
分
は
君 

を
「聖
人
と
い
は
ん
」

「真
人
と
い
は
ん
」
と
言
っ
て
尊
敬
し
て
い
る
。
し
か 

し
、
掃
除
ぎ
ら
い
の
子
規
で
は
あ
っ
た
が
、
一
向
に
掃
除
を
し
よ
う
と
し
な
い 

則
遠
に
根気

負
け
し
て
掃
除
を
し
、
ま
た
、
こ
ち
ら
が
怒
っ
て
も
に
つ
こ
り
と 

し
て
意
に
介
し
な
い
則
遠
と
同
居
し
て
い
る
と気

も
長
く
な
っ
て
、
こ
ん
な
こ 

と
で
則
遠
と
同
居
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
と
も
言
っ
て
い
る
。
則
遠
の
病気

は
冬 

に
な
っ
て悪
く
な
る
ぱ
か
り
で
あ
っ
た
。
加
え
て
冬
の
初
め
に
作
っ
た

1

代 

四
円
余
を
常
盤会

の
給
費
七
円
か
ら払

う
と医

1

は
全
く
な
く
、
親
元
か
ら 

の
；¢11

に
よ
る
送
金
が
な
ぜ
か届

か
な
い
。
三
月
に
な
っ
て
病状

は
ま
す
ま
す 

悪

化
、1
を
請
求
し
て
も届

か
ず
、
つ
い
に
四
月
に
入
る
と
病気

の
た
め
通 

實
困
難
に
攻
っ
た
。
か
ね
て
人
の
話
に
衝
、髮
の
も
の
に
は
水
腫
が
な
い
と 

聞
い
て
い
た
子
規
は
、
則
遠
の
足
が
は
れ
る
の
を
見
て
衝
^
は̂
起
こ
る
ま
い 

と
少
し
は楽
観
し
て
い
た
。
四
月
十
三
日
の
夕
方
、
！

8}¢

え
た
：
^
は届

い
た 

も
の
の
、
こ
の
日
朝
か
ら
病
人
は
弱
り
果
て
て
呼
吸
困
無
に陥

^
^
朝
に
な
つ 

て
も収
:̂
'な
い
。1

の
金
を
取
り
に
行
く
暇
も
な
い
ま
ま
に
藤
野
の
叔
父 

に
相
談
し
て
金
を
借
り
、
い
つ
た
ん帰
っ
て
危
篤
の
病状

を
見
と
ど
け
て医

師

の来

診
を
乞
い
、
叔
父
の
3
し
ず
に従
っ
て医

科
大学

の
大
西
8

に
も
依頼
 

二
人
の医
者
の̂
を̂
受
け
た
が
も
は
や
手
の
施
し
よ
う
が
な
く
、
同
宿
の
井 

林
(大
洲
出
身)
に頼

ん
で
親
あ
て
に
「則
遠
病
危
篤
」
の
電
報
を
打
っ
て
も 

ら
っ
た
。
こ
う
し
て
四
月
十
四
日
則
遠
は
逝
去
、
死
亡届

け
、
寺
へ
の
^
、̂ 

棺
の
購
入
、
墓
地
探
し
な
ど
を
友
人
の
協
カ
ぺ
終
え
、
翌
十
五
旱
後
一
時
出 

棺
、
同郷

人
、
同学

の
友
十
四
、
五
人
で
#̂
の
天
王寺
笑
台
宗)
で葬儀 

を
行
な
い
、
境内

の
杉
の
下
に
葬
っ
た
。
そ
の
後
^

?
で
則
遠
の
机
上
に
位
牌 

を
祀
る
こ
と
四
十
九
日
、
さ
ら
に
二
回
忌
、
三
回
忌
ま
で

追
：！屏

養
を
し
、
松 

山
の
家
へ
の
連
絡.報
告
も
懇
切
に為

し
と
げ
た
。

「筆
ま
か
せ
」
の
「清
水 

則
遠
氏
第
二
」
に
は
、
去
年
の
暮
れ
に
到
着
す
べ
き

1

が
、
四
月
十
三
日
、 

I迓
危
篤
の
日
に届

い
た
こ
と
を
改
め
て
書
き
、
則
遠
が
子
規
の
す
す
め
で
作 

っ
た
俳
句
ニ
句
を
記
し
て
い
る
。
そ
の

-つ
「蟹
火
に
ひ
か
れ
て
迷
ふ
土
手
の 

道
」
は
、
則
遠
の
死
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
！！
^
の
死
を
悲
し
ん 

だ
子
規
の
心
情
と霊

を
慰
め
た
子
規
の
誠
意
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

清

水.
井
林
と
共
に
板
垣
に̂5

し
た当

時
の
思
い
出
話
「犬

1

ブ+1
日
の
借 

金
美
し窜
一
編ー

八
六
ふ
は
貧
乏
書
生
の
一
最
を
物
語
る
も
の
と
し
て 

興
味
が
あ
る
。
子
規
は
、毎
月
の

1
5̂屋
へ
の払

い
が
次
第
に滞
り
、
年
の
暮 

れ
に払

う
べ
き
借
金
が
な
お
七
、
八
円
あ
っ
た
。

N15

星
の
細
君
が
十
二
月
ニ 

十
日
ご
ろ
か
ら毎

日
の
よ
う
に
催
促
す
る
の
で
、
逃
げ
口
上
ば
か
り
言
っ
て
は 

そ
の
日
を
送
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
二
十
七
日
ご
ろ
、
權
促
に
堪
え
か
ね
た

#
# 

は
ど
こ
か
へ
行
っ
て帰

ら
な
い
の
で
、清

水
と
子
規
が
催
促
を
受
け
た
が
、清
 

水
は黙
っ
て
微
笑
す
る
だ
け
で
、
防戦

に
あ
た
っ
た
の
は
子
規
で
あ
っ
た
。
た

ぉ
ぉ
みそ
か

ま
り
か
ね
て
大
三
十
日
に清

水
を残

し
て
下
宿
屋
を
出
た
子
規
は
、
駿
河
台
の
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三並

のN5

で
除
夜
の
鐘
を
聞
き
、雑

煮
を
ょ
ば
れ
て
腹
を
こ
や
し
、
そ
の
晩 

は
&
布
の备
邸
に
泊
っ气
残

さ
れ
た清

水
は
蒲団

を
か
’ふ
っ
て
債
鬼
を
の 

が
れ
、昼

食
と
夕
食
は̂;
が
運
ん
で
く
れ
た
が
食
ぅ
わ
け
に
い
か
ず
、
翌
日 

は雑

煮
を
ょ
ぱ
れ
た
が
、
何
分
に
も
ま
が悪

か
っ
た
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
っ
た
。

清

水
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
、
大学
！̂

門
に
入
っ
て
い
た
秋
山真

之
が
こ
の 

1
5̂で
子
規
と
共
同
生
活
を
し
て
い
た
が
、

1|、
三
か
月
後1
兵
！

に転
 

じ
た
。
九
月
に
新学

年
が
始
ま
る
と
、
十
旱
旬
に
は
菊
池
謙
ニ
郎
が
下
宿
し 

て
い
た
同
じ
神
田
猿楽

町
の
尾
谷
方
へ転

居
、
友
だ
ち
が
集
ま
っ
て
、

「芸
ま 

は
し
」
と
い
っ
て̂?
逸
.
は
や
り
歌.浄

理
璃
な
ど
を
歌
い
、
こ
の
こ
ろ
か 

ら
ベー
ス
ボー

ル
に
興
味
を
も
ち
試

<一
口
を
し
た
が、
子
規
は
キ
ャ
ッ
チ
ャ
—
を 

し
た
。

翌
二
十
年
四0¢¢

田
駿
河
台
の
森
田
屋
に転

居
、
3
ら
に
同
月
下
旬
神
田
一 

ツ
橋
第
一
高¥
学

校
寄這

！！

に
入舎

し
た
。
士
 I

月
、
同
級
生
が
演説

を
練 

磨
す
る
た
め
に
つ
く
っ
た
ニ
I会
」
に
入会
、郷

里
で
の
中学
！
^
を
回
想 

し
て
、
演説

は
「人
の
前
に
て
話
す
」
こ
と
の効

能
が
あ
る
と
い
っ
て
い
る
〔 

第
一
漏
演説

の効

能
)。

試験
の終わったあと、
二十五日の午前 

中
演説

を
行
な
い
、̂
は̂
寄
宿舎

に帰
っ
て
ベー

ス
ボー

ル
-
マ
ッ
チ
を
行 

な
っ
た
あ-
#̂哎
の
料
亭
で歓

を尽

く
し
た
。
こ
の
年
村

-411

月
が
第
一
高 

素学

に
入学
、
子
規
と
の
交
際
が
始
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、舎

の
同
級
生
た 

ち
が
、
容
色.修
飾.
色
欲.
食
欲.
膽
力.
忍
耐.
勉強
.
才気
な
ど
に
つ 

い
て
点
を
つ
け
、
投
票
し
て
平
均
し
た

0

を
順
に並

べ
て
表
に
し
た
「点数
 

表
」
(第
一
編
五
四
〜)を発

表
、
子
規
は
、
才気

に
お
い
て

I

位
、
食
欲
に 

お
い
て
四
位、
容
色
五
位
の
三
つ
が

-
、̂残

り
の
膽
力.忍
耐-勉強
.
修

飾
.
色
欲
の
順
で
中
位
を
し
め
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
八
犬伝

の
芝
居
の
登 

場
人
物
に
誰
が
よ
い
か
を
ニ
、
三
人
の
仲
間
で
こ
し
ら
え
た
「芝
居
役
割
」
〔 

第
一
編
五
七
〜)、
有
名
^
句
を
上
に
書
き
く
じ
で
あ
た
っ
た
友
だ
ち
の
名 

を
下
に
書
い
た
「
I
引
八
^
!
(子
規
に
は
「読

書
百
篇
義
自
通
」
が
あ
た
っ 

て
い
る)
、
忠
臣蔵

の
芝
居
の
登
場
人
物
に
仲
間
を
あ
て
た
「忠
臣蔵

役
割
」 

窠

I

編
七
一
ふ
字
規
は
大
星
由
良
之
助
に
あ
て
ら
れ
て
い
る

)
な
ど
「 

ひ
ま
つ
ぷ
し
の戯

れ
」
を
し
て
い
る
が
、
い
か
に
も
こ
ぅ
し
た戯

れ
の
好
き
な 

ら
の
し
わ
ざ
ら
し
い
。

明
治
二
十
一
年
、
七
月
第
一
高
#

震̂
予
科
を
蠢
、
九
月
よ
り
本
科

I 

年
に
進学
、
同
月
二
十
四
日
本郷
真

砂
町
常
盤会

寄
宿舎

(監
督
服
部
嘉
陳
、 

翌
年
四
月
よ
り内

藤—

)に
入
り
、
の
ち
新̂;
風
と
同
室
に
な
っ
た
。
子 

規
は
非
風
を
評
し
て
「神経

過
敏
に
し
て

…
…そ
の.
¥
狂
の
人
に
似
た
り
」 

と
言
っ
て
い
る
が
、
互
い
に
論争
し
て教

え
ら
れ
る

と
こ
ろ
があ
り
、
の
ち
俳 

句
で
子
規
を
取巻

く
1

の1

と
な
っ
た
。

翌
二
士
一
年
五
月
九
日
、
子
規
は
突
然
喀
血
、
同
じ
町内

の
邊
元
修医

師 

の
診断

は
肺
病
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
っ
た
。
翌
晩
十

I

時
ご
ろ
に
も
再
び
培
血
、 

そ
の
夜
一
時
こ
ろ
ま
で
の
間
に
「時
鳥
以
と
い
ぅ
題
で
、

「卯
の
花
を
め
が
け 

て
き
た
か
時
鳥
」
な
ど
連
作
四
、
五
十
句
を
作
り
、
こ
の
時
以来

「子
規
」
と 

号
し
た
。
喀
血
は
そ
の
後
一
週
間
も
つ
づ
い
た
。
こ
の
年
の
記録

「常
盤
の
芸 

く
ら
べ
」(管
か
せ
第I

編I

七I 
丁
)
は
、
二
人
の
友
だ
ち
の
力
を
借
り 

て
こし
ら
え
た
おど
け
^
で̂、
相
撲
の
番
付
に
な
ら
っ
て
「常
盤
の
や

3
男 

隠
し
芸
の̂
」̂
表
を
作
っ
た
も
の
で
、
子
規
に
は
^
の隠
し
芸
が
な
か
っ 

た
も
の
か
、
西
幕
頭
の
最
下
位
に
、

「ポ
一
ル
正
岡
」
と
あ
る
。

ベー

ス
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ボー

ル
に
最
も
興
じ
た
の
：

^

盤会

寄
宿舎

に
あ
っ
た
こ
ろ
で
、
友
だ
ち
を
引 

き
入
れ
て
は
試
合
を
し
た
。

「

3086 £3.11」

と
題
す
る
「筆
ま
か
せ
」
の 

文
で
'

「ベー

ス.
ボー

ル
程
愉
快
に
て
み
ち
た
る戦
争
は
他
に

-

る̂
べ
し
」 

と1

一
一
ロ
っ
て
い
る。

九
月
の¥

年
か
ら
第
一
高

1
¢
—

本
科
一
部
ニ
年
に
進
級
、
漱
石
-
菊 

池寿

人
な
ど
と
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
。
や
が
て
寄
宿舎

を
出
て
下
谷黒

門
町 

上
野
不
忍
池
畔
の
木
村
方
に仮

寓
、
十

I

月
七
日
夜
、
鳴
雪
(当
時
寄
宿舎
監 

督
〕

と
子
規
の
三
人
で
始
め
た
言
志会
(漢
詩-
聯
句-
連
歌
の会
) 

の
初
め
て
の会
合̂参

加
、
月
末
ご
ろ
再
び
常
盤会

寄
道
ロ
に帰
り
、
十
二
月
、 

庵
で
行
わ
れ
た
「松
山会
」
に
出
席
、
演説

の
前
座
で
「松
山
人
の 

性
質
」
に
つ
い
て
、
松
山
人
^

^
的
人
間
で
あ
り
、
ま
た
批
一
^
人
間
で
あ 

る
こ
と
を
話
し
、柊

わ
り
に
、
か
ね
て
こ
し
ら
え
て
い
た
呈

乐
松
山
比
較！
 ̂

(竹
村
な
ど
五
人
の
友
だ
ち
で
作
成
し
た
も
の
)
を読

み
上
げ
座
興
を
盛
り
上 

げ
た
(第
一
編
「松
山会
」
一
九
三
〜
)
。
ま
た
、
こ
の
月舎
内

に
「ボ
—
ル 

会
」
を
設
け
、
上
野
公
園
空
地
で
二
回
ほ
ど
べ

—
ス
ボー

ル
に
興
じ
た
。
さ
ら 

に
同
月
下
旬、
鋈

非
風
.
五
百
豪
亭
の
三
人
で
向
島
の
雪
見
の帰
5
、
紀 

屋
で
相
談
し
て
「紅
葉

4

巴
を
お
こ
し
、1
雑

誌
「つ̂
れ
の
錦
」
を
出
す 

こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
ぅ
し
て舎
内
で
起
こ
し
た
「ボー

ル会
」
や

|~̂
葉
八
巴 

な
ど
の
活
動
が舎

生
の
勉学

の
さ
ま
た
げ
に
な
る
と、舎

の
先畫

基插

一
予 

ら
が
反対
し
て圧
迫
を
加
え
た
。

明
治
二
十
三
年
三
月
十
五
日
か
^1¢

蟲
め
た
「筆
ま
か
せ
」
第
三
編
に
は
、 

ひ
ま
つ
ぶ
し
の戯
れ
が
多
く
記
さ
れ
て
い
て
、
友

〗：^3

係
の
ほ
ど
がょ
く
わ
か 

る
。
三
月
十
八
日
夜
に
行
わ
れ
た
「畫

の
八
棒
」

(三
八
六
〜)
は
、
篇
.

勝
田.
新
海.
寒
川
ら
六
人
で
行
な
っ
た
も
の
で
、
判
紙
一
帖
ほ
ど
を
費
し
て 

墨
で絵

を
合
作
し
た
も
の
、

「常
盤会

寄
宿舎

の
蠢
」

(三
九
三)
に
は
、 

鉄

棒.
高
飛.
桿
飛
な
ど
を
し
た
が
、
昨
年
の
夏
以来

追々

ベー

ス
.
ボー
ル 

が
盛
ん
に
な
り
、
だ
ん
だ
ん
^

を
引
入
れ
て
昨
一̂
に
は
ニ+-
<
¢1.
ど
に
な 

つ
た
か
ら、
右
に
記
し
た
「
ボー
ル会
」
を
設
立
し
た
こ
と
、
ま
た
、
室内

遊 

戯

と
し
て
はI昨
！̂
卜
ラ
ン
プ
が
流
行
し
た
が
、
昨
年
夏
ご
ろ
か
ら
衰
え
た 

こ
と
が
記3
れ
て
い
る
。5
ら
に
近
ご
ろ
は
「ロ
あ
ひ
の
^

」̂
が
流
行
し
て
、

塞
二
階
の舎

生
は
算
間
に
な
っ
た
と
し
、

「馨
之
露
」

(三
九
六〜
)

に
は
、

「常
盤
の1

男
六
人
鏡
」
と
題
し
て
角
力
番
附
に
な
ら
っ
て
六
人
を 

位
置
づ
け
、
自
ら
を
西
の
小
結
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
月
に
は
、
同
じ
よ
ぅ 

な戯

れ
趣
味
で
「舎

生
—

1

及
び
評
判
記
」(四
〇0
〜
；；
と
題
す
る
番 

！
発

表
、
東
西
の
大関

に
勝
田
壽
と
竹
村
緩
を
配
し
、
東
西
十
名
ず
つ
の 

名
を
あ
げ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
短
評
を
加
え
て
い
る
が
、
自
ら
の
名
は
見
え
な
い
。

ま
た
、1

の
趣
向
で
で
き
た
も
の
に
、
舍
生
を
そ
れ
ぞ
れ
鳥
に
見
た
て
た 

も
の
が
あ
り
、

「鳥
の
み
た
て
」
(四
一
七
〜)
と
題
し
て
い
る
が
、
こ
の発
 

企
者
は
子
規
ほ
か
二
人
で
、
子
規
は
時
鳥
、
寒
川
鼠
骨
は

I

鳥
、内

藤
鳴
雪 

は
鶴
な
ど
と
見1：
て
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「酒
量
く
ら
べ
」

(第
三
編
、
四 

四
九
〜)
は
、
常
盤会

寄
宿舎

二
十
三
人
を荐

け
し
て
表
に
し
た
も
の
で
、 

「も
し間
違ひ
あ
ら
ば
一
升
お
ご
り
ま
し
よ
ぅ
」

と
あ
る
の
がお
も
し
ろ
く
、 

子
規
は1

^
6

頭
六
番
目
に
あ
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は単
な
る戯

れ
で
あ
る 

が
、
寄
宿舎
^

お
け
る郷

土
出
身
者
が
、
年齢

差
を
越
え
て
和楽
し
た
こ
と 

を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
同
じ
二
十
三

^
^の
「筆
ま
か
せ
」
の
記
事 

に
「寛
？
擎

壽

？
」
と
題
す
る
長
文
の随

素
あ
る
。単

な
る戯

れ
や
和
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楽

と
違
っ
て
、毎

月

I

回
舍内

の
食
堂
で
開
い
た
「茶
話会
」
は
、当
時青
年 

に関

心
の
深
か
っ
た
演説

の

¢
1
0

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、内
1

 

雪
が
監
督
に
な
っ
て
か
ら
は
時々

孟
子
の
講
義
も
行
わ
れ
た
。
講
義
の
演説
が 

終
わ
る
と1

で
談
話
を
か
わ
し
た
。舎

生
は
順
^
説

を
し
な
け
れ
ば
な
ら 

ぬ
と
い
う
勉強
会
で
あ
っ
た
。
六
月
の
末
に
行
わ
れ
た
例会

は霍

七
時
か
ら 

開
か
れ
、内

藤
馨
も
出
席
、舎

生
は
十

4
^
1
^
っ
た。
こ
の会

は
、
監
督 

の
馨
の
下
に舎

監
を
勤
め
た
佃ー

豫
が
大学

-̂
業
し
て舎

を
去
る

こ
と
に
 

な
っ
た
の
で
、
そ
の^!
に
感
謝
す
る
た
め
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。
ま
ず
幹
事

霍

泰
が
立
っ
て
盡
の
言
葉
を
述
べ
、
つ
ぎ
に
留

赛

が
、
佃
氏
は
舍
を 

修
め
る
に厳
で
あ
っ
た
た
め
：̂

を
受
け
た
が
あ
え
て
動揺
し
な
か
っ
た
と
賞 

讚
の辞

を
述
べ
、
つ
ぎ
に
新舎

監
に
望
む
と
こ
ろ
と
し
て
、寛

に
失
せ
ず
、
中 

庸
で
行
っ
て
ほ
し
い
と
述
べ
た
。
こ
れ
が
の
「筆
ま
か
せ
」
の
文
の
表
題 

に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
い
で
立
っ
た当

の悃
ー
豫
は
、
自
分
は
こ
の 

寄
這
！1の
運営

を厳

に
し
よ
う
と
思
っ
た
が
、残

念
な
が
ら
行
わ
れ
な
か
っ
た
、 

こ
の
よ
う
な
無気

力
な
寄
這

0

に
は
穿
望
み
を断

っ
た
、
こ
の
寄
這
ロ
の
出 

身
者
で
天
下
に
立
っ
て
馨
を
博
す
る
者
は

I

人
も
出
な
い
で
あ
ろ
う
、
自
分 

は
こ
こ
を
去
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
！

"郷̂
会
」
で
仕
事
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い 

る
、
同郷
会

の
！
^
に
は
有為

な
者
が
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
こ
で
極
め
て厳
 

な
る̂

1¢:

を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
と
、
^
悲
憤
の気

を
顔
色
に
現
わ
し
て 

演説
し
た
。

つ
い
で
立
っ
た
子
規
は
、
急
に
演説

を頼

ま
れ
、
何
の
用
意
も
な
い
の
で学
 

校
で
習
っ
た
心
理学

の
請
け売

り
を
す
る
つ
も
り
で
す
と
一
き
し
、
佃
君
は 

寄
宿舎
に
人
物
が
い
な
い
と
一
言
わ
れ
た
が、
そ
れ
は
い
か
に
も
人
を
馬
鹿
に
し

た
ょ
う
な
言
葉
で
す
け
れ
ど
、
こ
れ
も
熱
心
に
寄
宿舎

を
愛
せ
ら
れ
る
の

营
、 

失
望
し
て
こ
の
語
を
吐
か
れ
た
の
だ
と
思
ひ
ま
す
。
私
は
佃
君
が
熱
心
に
寄
宿 

舍
の為

に尽

く
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
、
と称

讚
の
言
葉 

を
述
べ
た
。
そ
れ
か
ら
、寛
厳

と
か

¢
1
1

と
い
う
こ
と
が
出
ま
し
た
が
と
、
勝 

田
^

の
論
を
受
け
て
心
理学

の
講
義
に
移
り
、
感
情
と
外
部
へ
の
適応
、
そ 

し
て
自
動
：

に
つ
い
て説

き
、
だ
か
ら舎

監
は
も
ち
ろ
ん
年
長
者
は
、
わ 

が
身
を
修
め
て
他
人
の
^
と
な
る
ょ
う
に
しな
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
す 

れ
ば
こ
の
寄
宿
舍
は
自
然
に
治
ま
っ
て
行
く
と
思
い
ま
す
と
結
ん
だ
。

以
上
は
、1+，!?

が
仲
間
の
ひ
ま
つ
ぶ
し
の戯

れ
か
ら舎

の
生
活
や
交
友
の
情 

に
ま
で
及
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、戯

れ
は
別
と
し
て
、
人
物
評
が
行 

わ
れ
て
交46

^

を
破壊

し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
中
心
に
あ
っ
た
子
規
と 

友
人
と
の
間
に
、
信頼
に
も
と
づ
く友
情
の
き
ず
な
が強

か
つ
た
こ
と
を
 

す
る
も
の
で
、
こ
れ
が
^

||

者
と
し
て
の
子
規
の
重
要
な
資
質
で
あ
っ
た
こ
と 

は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
に
あ
げ
た
人
物
評
で
、
友
人
た
ち
は
子
規
の
長
所
を讃

え
る
こ
と 

が
多
か
っ
た
が
、
ご
く
親
し
い
友
人
！

^
規
の
短
所
も1

い
て
い
た
。

(以
下扣

頁
上
段
に
つ
づ
く
)

子
規会
報
第
七
十
一号

季
刊
(四
、
七、
十
、
一
月
) 

発

行
日 

平成八年十月ナ九日 

発

行 
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